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は し が き

中垣内遺跡は、昭和34年に発見された弥生時代

の遺跡です。当時は簡単な調査が行われただけで

ありましたが、竪穴住居跡や杭列が見つかり、弥

生時代前期の集落が営まれていたことがわかりま

した。また、そこから出上した土器は当時の弥生

土器研究にとって大変貴重な資料でありました。

その後長らく発掘調査の機会がなく、集落の営ま

れた時期や範囲については、不明であったにもか

かわらず、これまで中垣内遺跡の名前だけが一人

歩きしてきた感があります。

今回実施 しました調査 も各調査区の面積が

100m2前後という狭いものでしたが、遺跡の規模

を知るうえでも有意義な調査であったものと思わ

れます。中垣内遺跡の調査は始まったばかりと

いっても過言ではなく、今後の調査例が増えれば

集落の全貌も明らかになることでしょう。そして、

これらの調査の結果得られた新しい資料が、弥生

時代研究の一助になれば幸いと存じます。

最後になりましたが、調査、整理について多大

なるご協力を頂いた関西電力株式会社をはじめ、

関係諸機関、諸氏に感謝の意を表するとともに、

今後とも一層の御指導、御鞭撻をお願い申し上げ

る次第です。

平成 2年 9月

大東市教育委員会

教育長 中 野 昭 明



例  言

1. 本書は、大東市中垣内 5丁目にある関西電力株式会社東大阪変電所敷地内に

所在する中垣内遺跡の発掘調査概要報告書である。                  '

2. 調査は大東市教育委員会歴史民俗資料館、黒田淳を担当者として、昭和62年

10月 14日 ～同年■月 1日 、昭和63年 5月 3日 ～同年5月 6日 、昭和63年 10月 13      と
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にすべての整理作業を終了した。

3.発 掘調査に係る費用すべては関西電力株式会社がこれを負担した。
4. 調査及び遺物整理においては、以下の人々の協力を得た。

石井裕己、石田昌世、大谷聡、大山清、岡田幸博、北田亨子、金弘美、谷崎
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本裕子、山本芳子、吉田すみ子、吉村早苗、渡辺新平。

また、帝塚山短期大学教授田代克巳、大阪府教育委員会文化財保護課技師松岡

良憲、三宅正浩、 (財)大阪文化財センター技師三好孝一諸氏からは有意義な御

指導を受けた。記して感謝の意を表す。

5。 本書の執筆、編集は黒田が行った。

6.調 査において作成した写真、実測図、カラースライド等は、大東市歴史民俗      `

資料館に保管されている。広く利用されることを希望する。              イ
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第 1章 説

1.位置と環境

中垣内遺跡は大東市中垣内～東大阪市善根寺町にかけて所在する、推定で東西 l km南北

800mの 範囲で広がっている遺跡である。遺跡は河内平野の北東部に位置しており、一昔

前までは田園地帯であった。しかし、現在は関西電力株式会社東大阪変電所の広大な敷地

以外は、宅地化などの開発が急速に進みつつある地域である。資跡は東方の生駒飯盛山系

より流れ出す大谷川、鍋田川などによって形成された扇状地の扇端部にあたる、標高3.5

m～6.Omの地点に位置している。

河内平野には、縄文時代に始まる海進の現象により、河内湾が形成されていた。河内湾

は現在の生駒山麓際まで及んでいたため、縄文時代の遺跡もおのずから、河内湾の縁辺部

である生駒西麓地域や、或いは、高地であった上町台地に立地している。それよりも前の

旧石器時代の遺跡は、生駒山地の北方に広がる枚方台地に数多く知られているが、本市域

でも宮谷古墳群、北条遺跡で有舌尖頭器が出上している。縄文時代の遺跡としては本遺跡
tla)

の南方に東大阪市日下遺跡、馬場川遺跡があるが、残念ながら本市域では今のところ、北

新町遺跡で縄文中後轟
、城ケ谷遺跡で晩期の上器が出上している畠

みで、それに伴う遺構

は検出されていない。弥生時代になると遺跡の量、質はともに飛躍的に増大するが、弥生

時代前期の遺跡としては本遺跡以外に、四条畷市雁屋遺訟
、東大阪市鬼虎川遺跡がある。

いずれも河内湖縁辺部に立地している遺跡で拠点的集落として知られているが中期まで存

続するようである。中期以降になると遺跡の立地場所は拡大し、丘陵状にもみられるよう

になる。中期の上器片が出上した国見高地性遺跡の他、丘陵の各遺跡では後期の土器が出
恵0

上してい
粂)。
古墳時代になると鍋田川遺動

、中垣内遺跡、北新町遺跡で前期の集落、水田

跡が検出されているが、前期に属する古墳は今のところ本市域では見つかっていない。近

くに存在する前期古墳は、四条畷市忍ケ岡古墳である。中期になると本市域でも堂山 1号

墳ぶ
築造されて以後、東方の丘陵地に古墳が造営されるようになる。

奈良時代から平安時代にかけての遺構は、寺川遺跡で奈良時代の柱穴意s、
北新町遺跡で

奈良時代水田動
が検出されている。鎌倉時代では北新町遺跡で集落跡が検出されているぶ

、

今のところこの時代の様相は明らかにされていない。

戦国時代では、一時、畿内支配に成功した三好長慶の居城であった飯盛山城や、キリシ

タンで有名な三箇サンチョの居城である三箇城がある。
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江戸時代になると、古代河内湖は深野池としてその姿をとどめていたが、1704年の大和

川付け替えを契機として、新田の開発が行われ、市内には今も新田の名が残っている。

2.調査に至る経過
予
=i‐
●三手●
=ゴ
士奮 _f=■― ――一 と ―ャ

｀

嘉
/  1

彦 賜||
関 西 電 力 東 大 阪

口響鞘tfl

夢¬1区三鞘鼻1臓」

第 2図 調査区位置図

第 1表 中垣内遺跡調査区一覧表

中垣内遺跡は、昭和34年関西電力株式会社東大阪変電所建設の際に発見された遺跡であ

る。現在、変電所の敷地面積は約12,000m2と 広大であるが、当時において発掘調査を実施

Ｆ
町

電

:こ==Ξ=二=二
互ャ
∫「デ正三ここ耳=

調 査 区 名 所 在 地 面  積 用  途 調 査 期 間 考備

A区 (NGT― I)

B区 (NGT―Ⅲ,88-1)

C区 (NGT―Ⅳ,88-3)

D区 (NGT-89-1)

大東市中垣内

大東市中垣内5丁目3番1号

大東市中垣内3丁目

大東市中垣内5丁目

51∬

100m2

100詢F

127.5m2

進断器取替

連断器取答

逃断器取替

建   物

87.10.14^-87.10.30

88.5,1～ 88.5。 8
88.10.11-‐ 88,11.30

89,7.25--89.8,18

関西電力敷地内

関西電力敷地内

関西電力敷地内

関西電力敷地内

NGT― I

NGT-88-2

NGT-88-4

NGT-88-5

NGT-88-6

大東市

大東市中垣内2丁目793

大東市平野屋2丁目397-1他

大東市中垣内2丁目547-2,4

大東市平野屋2丁目346-1

714詢 F

53.13rn2

238.92m2

60m2

1,694.3m2

舎

宅

場

宅

庫

住

　

住

人

　

同

校

個

工

共

倉

87.7. 1ヽψ87.10.14

88,9。 14

88,10.26-88.12,3

88.11.1

88.11.8

香騒鱗寄鋪奨霧跡
土師器、弥生土器片出土

遺物、選構なし

旧水路、土師器、須恵器片

遺物、遺構なし
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しえたのは、変電所敷地の北東隅 (南地区)と敷地の北側 (北地区)と の2ケ所のみで、

しかも15日間という短い調査期間であった。それにもかかわらず大量の遺物が出土し、南

地区では一辺約 2mの方形の竪穴住居跡が検出され、弥生時代前期土器や磨製石斧、石包

丁、打製石鏃、獣骨、淡水産貝殻、炭化米などが出上し、北地区では東北から南西に走る

杭列が検出され、弥生時代前期から後期の上器、小量の上師器、須恵器の他、磨製石斧、

打製石鏃、本製鋤、網代が出土した。このように調査範囲は狭小であったが多くの成果が

得られ、ここに弥生時代前期の集落が存在したことが判明した。出上した弥生土器は、小

林行雄氏の『弥生土器集成』に掲載されており、集落の規模は未だ不明であるが、今日で
翻

は寝屋川市高宮遺跡、四条畷市雁屋遺跡等と同様に、弥生時代前期の拠点的集落として位

置付けられている重要な遺跡である。

その後長らく発掘調査の機会がなかったが、昭和62年 7月 に変電所敷地の北西にある大

阪産業大学校内において調査を実施し、古墳時代前期の堀立柱建物跡や竪穴住居跡が検出

され、古墳時代に入っても、集落が営まれていたことが裏付けられた。

変電所敷地内でも機器の老朽化のため順次建替え工事が行われるようになり、それに伴

う発掘調査を実施した。調査位置と調査期間は図と表に示すとおりであるが、本報告では

便宜上、敷地内で調査を実施した地区を順番にA、 B、 C、 D区 とし、また参考までに敷

地以外の調査地点も表に示した。
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第 2章 査

1.A区 (NGT― Ⅱ)の調査

藍 1

ASKi4 ASK-3

ASK… 2

第 1遺構面

1.暗オリープ灰色シルト黄砂層(5CY4/1)
剃 4・J― 叛 色観 球 E12GY7/11A磐 ′

争 辟 !栄 コ

y ttF覆

評 ゴT・ P+3.3m

第2遺構面

AsD-2

”
生
―
よ
Ｔ
Ｉ

第3遺構面

o      _4m

第Btt A区遺構面平面図

(1)基本層序

A区では、60以上の上層と3時期の遺構面を確認している。それらを仔細にみていくと

かなり煩雑になるため、ここでは大まかな説明を加えることにとどめておくことにする。

なお詳細は、土層断面図 (第 4図)を参照されたい。

1層 (盛土) 層厚60～ 80clll。 変電所建設時のものである。

2層 (黒褐色粘質土) 旧耕作上である。変電所建設前の地表で、変電所建設時の削平の

調
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第 2表 A区 遺 構 一 覧 表
第 遺 構 面

遺 構 名 形 状 平面規模(縦 X横)cn 深さcm 埋 土 備 考

SK-1 隅丸長方形 44)(164 9～ 11 黒 色 粘 質 土 植物遺体を多量に含む

SK-2 隅丸長方形 96)( 62

SK-3 不整 な円形 38× 38 7

SK-4 不整 な円形 6)( 18

第 遺 構 面

SR-1 236)(1160 6～60 誦李V三夢灸雹監とと攘懲層

第 遺 構 面

SD… 2 弓 状 302)( 56 3～ 5 黒 色 粘 質 土

影響を受けているものの、層厚を異にしながら調査区全体で認められる。

3層 (暗青仄色砂混じり粘質土)水 田の床上であろう、鉄分とマンガンの沈着がみられ、

調査区全体で認められる。

4～ 13層 粘質上、シルトなどが交互に堆積する。

14層 (責褐色粘質土)、 15層 (暗灰黄色砂混じり粘質土)、 16層 (灰色砂混じり粘質土)

断面で杭を検出している。日立った出土遺物はないが、伊万里染付け小片を含んでお

り、調査では検出しえなかったが近世の遺構面であった可能性が強い。なお抗は水路

などの遺構に伴うものであろう。この遺構面のベースとなっている層は14層及び21層

である。以下47層 (灰色細砂)ま では砂、粘上、シルトが交互に堆積しているが、遺

構面は存在しなかった。

47層 (灰色細砂) 第 1遺構面のベースとなる層であり、また、第2遺構面で検出した自

然流路ASR-1の 埋上である。砂層中には植物遺体が含まれていた。

(2)遺構 (第 3図・第2表 )

A区では、3面の遺構面を検出しているが、14層及び21層をベースとする近世の遺構面

を合めると計 4面の遺構面が存在したことになる。

第 1遺構面では4個の上坑を検出している。土坑内の埋土はいずれも黒色粘質上で、そ

のうちASK-1・ 2か ら弥生土器片が出土しているが、他の上坑からは遺物は出土しな

かった。

第 2遺構面では調査区の北側で自然流路ASR-1を 検出している。肩の 1部を検出し

ただけで全体の規模は明らかではないが、東から西へ流れていた自然河川流路であろう。
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一

ヽ__里くミ三49蓮
52

狼

J
60

〒:】百

T・ P+6.00m

T,P+4.00m

T,P+2.00m

10m

灰色中粒砂と細粒砂との互層 (7.5Y1盛  土
2 黒褐色粘質土        (2.5Y 3/1)
3 暗青灰色砂混じり粘質土   (10BG 4/1)
4 灰オリープ色粘質土     (5Y  5/3)
5 灰オリーブ色粗砂混り粘質土 (5Y  6/2)
6 にぶい黄橙色粗砂      (10YR 6/4)
7 灰色粘質土         (N  6/)
8 暗オリープ灰色粘質土    (2.5G Y4/1)
9 灰色活質土         (5Y  4/1)
10 オリープ灰色砂混り粘質シルト(2.5G Y6/1)
H 緑灰色細砂混リンルト   (7.5G Y5/1)
12 オリーブ灰色シルト     (2.5G Y5/1)
13 灰オリーブ砂混り粘質土   (7.5Y 6/2)
14 黄褐色粘質土        (2.5Y 5/4)
15 暗灰黄色砂混り粘質土    (2.5Y 5/2)
16 灰色砂混り粘質土      (5Y  5/1)

17 灰色砂混り粘質土   (7.5Y 5/1)
18 灰色粘質土      (10Y 5/1)
19 灰色砂礫混り粘質土  (5Y  5/1)
20 暗灰色粘土      (N  3/)
21 暗青灰色砂混り粘質土 (10BG 3/1)
22 暗緑灰色粘土     (10G 4/1)
23 灰自色細砂      (N  8/)
24 青灰色粘質シルト   (5B 5/1)
25 青灰色細砂混リシルト (5B 6/1)
26 青灰色粘質土     (5B 4/1)
27 暗緑灰色砂層     (10G Y 4/1)
28 青灰色砂層      (5B 5/1)
29 士覺   舌と
30 灰色砂混り粘質土   (5Y  5/1)
31 暗青灰色砂混り粘質土 (5BG 4/1)
32 灰色砂礫混り粘質土  (7.5Y 5/1)

暗灰黄色砂混り粘質土
にぶい黄褐色粘質土

黄灰色砂混り粘質土

暗緑灰色砂層や 粘ゝ性あり

黒色砂   や 粘ヽ性あり

７

７

ν

４８

ω

５０

５．

５２

３３

艶

３５

３６

３７

３８

(2.5Y 4/1)
(10YR 5/3)
12.5Y 5/1)
(5G  3/1)
(N   2/)

灰色ンルト

黒色ンルト質粘土 植物遺体を含む
黒色細砂～粗砂層や 粘ゝ性あり

がラミナー状に入る
53 赤褐色砂質粘土 植物遺体含む
54 黒禍色粘± 4tLD遺体を含む
55 黒色粘土 植物遺体をわずかに含む
56 暗灰色粘土
57 黒色砂質粘土
58 暗灰色粘土
59 黒色粘土
60 黒色粘土、植物遺体を含む
61 灰色砂質粘土

?.5Y 4/1)
(10Y 2/1)
(5YRl.71)

(2.5YRl.″1)
(5Y  2/1)
(10YRl,7/1)
(N 3/)
(7.5YRl,7/1)
(N 3/)
(7.5YR2/1)
(5Y Rl,71)
(5Y  4/1)

灰色粗砂 (7.5Y

灰色粗砂と中粒砂との混層 (5Y

暗オリーブ灰色シルトー部細砂との混層    (5GY 4/1)
灰色粗砂～礫層9,5Y5/1)西壁では暗灰色シルト(N3/)が
ラミナー状に入る 北壁の東天板付近で黒禍色粘土 (5Y2/1)暗オリーブ灰色砂層～礫 (5GY 4/1)ラ ミナー状の粘質土

暗オリーブ灰色 (2GY 4/1)と の互層
39 オリーブ灰色粘質±              9・ 5G Y5/)
40 オリーブ黒色粘質土              (5GY 2/1)
41 暗緑灰色粘質土 (10GY 4/1)と 中粒砂との互層
42 オリープ灰色粗砂層               9,5G Y6/1)
43 明禍色砂層                  17.5Y R5/6)
44 黒色粘質土 植物遺体を含む          ?。 5Y R2/1)
45 黒色粘質土 一部細砂との互層、植物遺体含む  9.5Y 2/1)
46 灰色細砂層、北壁では粗砂～礫又植物遺体を多量に含む(5Y5/1)
47 黒色シルト や 粘ヽ性あり          (N l.5/)
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第 4図 A区北壁土層断面図
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埋土は、上層が暗オリーブ仄色シルト質砂層で、下層が暗オリープ灰色粗砂が堆積してお

り、遺物は数点の自然木が出上しているだけで、土器は出上していない。

第3遺構面では調査区の西側で溝ASD-2を 検出しただけである。濤内の埋土は黒色

粘質上で、遺物は出上していない。

調査の結果、A区では遺構 ,遺物共その密度は希薄であった。

⑤ 出土遺物

土器 (第 5図 )

土器はいずれも摩滅が激しいため時期や機種の判別し難いものがほとんどであり、辛う

じて数点を図化し得たにとどまった。Al～ 3ま でが包含層出上で、A4がASK-2出

土である。いずれも弥生土器で中期に属するものであろう。

孝

第 5図 A区出土土器

木器 (第 6図 )

出上した本器は、自然木か人日のものかの判断は困難であり、何らかの目的、用途によっ

て板状に加工したと推定されるものもあるが、残念ながら製品名を特定することはできな

かった。A5～ 9・ 11は板状、A10が棒状を呈する。A10は棒状に加工されており、両端

は尖っている。刺突具の 1種か。
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第 8図  BttB S D-1全体図

しただけである。検出し

た遺構は溝BSD-1が

一条のみで、他の遺構は

検出されなかった。

BSD-1は 、調査区

の東側で検出しており、

調査区内をほぼ南北方向

に走る溝であり、南北両

端は調査区外へ続いてい

る。幅 2.4～ 5mで、深

さ 1ま 0.4～ 0.8mを 測

る。埋土は砂質土着しく

は砂混じりの粘質上で、

遺物は、完形品を含む大

量の前期の土器と数点の

木製品、石器が出土して

いる。

(3)出土遺物

土器

出土土器は上層の遺物包含層から小量の須恵器、土師器、瓦器が出上している他は、ほ

とんどが弥生時代の上器である。弥生時代は前期から中期のものが出上しており、第I様

式～第Ⅲ様式の上器が認められる。出土量は第 I様式の土器が圧倒的に多く、主としてB

SD-1か らの出上である。尚、土器の詳細については、本文末の観察表に記した。

BSD-1出 土土器 (第10～15図 )

BSD-1か らは完形品を含む大量の前期土器が出上しているが、ここに掲載している

のはごく一部に過ぎない。器種別にみると壷、無頭壺、甕、鉢の他、養蓋 (B56。 57)が

あり、また、ミニチェアの壺 (B25)、 養 (B28)、 鉢 (B26・ 27)も ある。

壼は肩の張った胴部に外反する日顕部をもつものが大半を占める。短い口顕部に口縁郡

がラッパ状に大きく開くものや、比較的長い口頸部をもつものがある。文様は頸部と胴部

に、一条から数条のヘラ描き沈線文が施されるものがほとんどであるが、胴部に疑似流水

-12-
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文を施すもの (B6)や、文様がまったく無いもの (B17)力 Sある。また、頚部に削り出

し突帯をもつもの (B2・ 13・ 15)、 貼 り付け突帯をもつもの (B18。 19)がある。この

他大型の壺 (B20・ 21・ 52・ 53)がある。

無頸壷は口縁部に貼 り付け突帯をもつもの (B22)、 内湾した口縁部にヘラ描き沈線を

施すもの (B55)がある。B55は重からの転用であろう。

養は口縁部が短 く外反するいわゆる如意形口縁のものや、「くの字」状に外反するもの

があるが、口縁部に貼 り付け突帯をめぐらすもの (B35)がある。また、外部の調整をハ

ケメやヘラミガキだけで、ヘラ描き沈線、口縁部に刻目を施さない無文のものが比較的多

く出上している。

第19図 BSD-1 出土土器

-24-



△
Ｂ８７

Ａ
休
‐１ｌ
Ｗ
Ｖ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

．　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

　

一

員

Ｂ８５
脆
聯

Ｂ８９

ｈ

仄

嘲

⇔

Ａ
Ｂ８４
魚λ
Ｂ８８

な

憂

螢

〔
Ｖ
一　

　

　

一

『

Ｂ９２

埒
―――
――Ｉ
Ψ

』

一Ａ

Ｂ９．

色

◇
⇔ハ

‐――
‐――
硝
＝
Ｖ

第20図  B区包含層出土土認 1)

-

-25-



鉢は比較的小型で日縁が直立して終わるもの (B54)、 外反するもの (B50)がある。

大型の鉢には口縁が直立気味に終わるもの(B58)、 口縁部が外反し瘤状突起をもつもの(B

59)がある。いずれも外面はハケメを施す。

蓋 (B56・ 57)は奏蓋で、内外面ともヘラミガキ、ハケメを施している。

BSD-1出 上の上器は第 I様式中段階の特徴をもつものがあるが主に新段階に属して

いるものと考えられる。

包合層出土土器 (第16図 )

包合層からは弥生時代前期から中期の上器が出土しているが、やはり量的には前期のも

のが多い。前期のものでは壷で削り出し突帯 (B61)や、貼り付け突帯 (B60)を もつも

の、養で如意形口縁を呈し、数条の沈線をめぐらすもの (B63)がみられる。中期のもの

としては簾状文を施すもの (B62)、 大型の奏 (B64)、 高杯、鉢の脚部 (B66・ 67)があ

る。B65は口縁部のみの出上であるが、端面に凹線をめぐらし棒状浮文を縦に付ける。上

面には櫛描き烈点文を1～ 2列施している。

5 cln

第21図 B区包含層出土土鶏 2)
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日

即
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木器 (第17～ 18図)

木製品はすべてBSD-1か らの出上である。平鍬 (B68～ 70、 B74)は、B74以外は

柄を装着する部分の舟形隆起を削り出しているのみで、加工段階途中の未製品のものであ

る。また、椀状のもの (B73)や、高台状の突起を削り出したもの (B75)力 Sある。この

他に、棒状、板状のものがあるが、器種は不明である。

石器 (第 19、 23図)

石器はBSD-1及 び包合層から出上している。石器には打製石器 (石鏃、石錐、不定

石器)、 磨製石器 (大型蛤刃石斧、柱状片刃石斧、石剣、棒状石製品、石包丁)がある。尚、

石器の法量、重量については本文末の遺物観察表に示す。

石鏃

石鏃は四基式 (B84・ 85。 88,90,95)、 平基式 (B87・ 91)、 尖基式 (B89)の ものが

ある。凹基式にはB95の ように大型のものがある。石材はすべてサヌカイト製である。

石錐

包含層中から2点出上している。B92は小さい頭部に断面三角形の錐部がつく。B93は

錐部の大半を欠損している。いずれもサヌカイト製である。

5 clH

第22図  B区包合層出土石器
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大型蛤刃石斧

BSD-1出 土

(B82)、 包含層

出 土 (B104・

105)の ものがあ

る。B82は刃部の

一部と体部の片面

側を欠損。断面は

精円形を呈する。

B104は体部、刃

都とも大きく欠損

する。B105は刃

部のみ残存する。

体部断面は楕円形

を呈し、刃部は使

用により擦 り減っ

ている。

表面は丁寧な研磨

第23図  B区包含層出土土認 4)

柱状片刃石斧 (B83)

BSD-1よ り出土。刃部側のみ残存し、断面は不整方形を呈する。

により仕上げられている。

石剣 (B102)

刃部は久損しているが磨製石剣の柄の部分であろう。サヌカイト製で断面はレンズ状を

呈する。両面から剖離を加えたのち、表面を研磨している。研磨は両側面と底部にまで及

んでいる。

棒状石製品 (B103)

両端は欠損しているが石棒の一部であろう。緑泥片岩製で断面はほぼ円形を呈しヽ表面

は丁寧に研磨して仕上げる。

石包丁

包含層より出上しているがいずれも破片である。外彎刃、直線刃のものがあり、石材は

緑泥片岩 (B97・ 99・ 101)、 粘板岩 (B98)、 流紋岩 (B100)の ものがある。

-28-



3.C区 (NGT一 Ⅳ)の調査

(1)基本層序 (第24図 )

C区の調査は断面調査 も合めて、現地表

面 (TP約 7.8m)ょ り深さ2mま で実施

し、遺構面を3面検出することができた。

層序は基本的には10層 に大房Uすることがで

きる。

1層 (盛土)変 電所建設時の盛土である。

C区全域に 0.3～ 0.5mの厚さで堆積して

いる。

2層 (黒色土) 旧耕作上である。変電所

建設時の削平と整地の影響をかなり受けて

おり層厚は一定しない。削平と整地の影響

は次の 3層 にも影響を及ぼしている。

3層 (暗オリープ仄色砂混じり上) やは

り削平の影響を強く受けているために、層

厚は一定していない。場所によっては、完

全に削平されてしまっているところがあ

る。

4層 (暗緑仄色砂混じり上) この層も削

平の影響を受けているために調査区全域に

わたり起伏が認められ、開墾により幾度と

なく耕されてきたことが窺われる。した

がって 3層及び4層 には染付、瓦器、須恵

器の他、弥生土器、サヌカイト石鏃までも

含まれている。

5層 (黒色砂混 じり上)厚 さ約 0。 15～

0。 2mで堆積 しているが、場所によっては

途切れているところもある。この層の上面

で中近世の遺構面である第 1遺構面を検出
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している。含まれる遺物は弥生時代前期の上器が大多数を占めるが、中期、後期のものも

若干含まれている。

6層 (黒色砂混じり上) 5層 とともに第 1遺構面のベースとなっている上である。

7層 (オ リーブ黒色砂混じり上) 若千粘質上で、場所によってはシルトが混じるところ

もある。調査区全域にわたり、約0。 15～0,25mの厚さで堆積している。この層の上面で弥

生時代前期の遺構面である第 2遺構面及び第 2遺構面下層を検出している。遺物は弥生時

代前期の上器が大量に合まれている。

8層 (暗緑灰色ンルト) 今回の調査では地山と考えた。上面で第 3遺構面である自然流

路を検出している。

9層 (黒色砂質土) 自然流路の埋土と考えられる。

10層 (灰色粗砂) 自然流路の埋上である。

(2)遺構

第 1遺構面 (第25図 )

際立った遺構は検出されておらず、南北方向に走る数条の溝を検出しているだけである。

5層 の黒色砂混じり上をベースとしているが、遺構が実際に掘 り込まれたのはもっと上面

からであったと考えられ、遺構上部は後世の肖J平のため消失していた。溝は幅 0。 2～ lm

で、深さ4～ 17cmと 検出した時点では非常に浅く、削平の影響で途中溝が途切れている場

所もあった。溝は7層 の弥生時代包含層まで掘り込まれているために、遺物は染付、瓦器、

第25図 C区第 1遺構面平面図

須恵器の他に弥生土器、

石鏃等が含まれている。

各々の溝は平行に走るこ

とから、畑等に伴 う畝状

遺構であろう。時期は近

世のものと考えられる。

第 2遺構面 (第27・ 28図)

調査区全体で弥生時代

前期の上坑、ピット、溝、

土器群等が検出された。

各遺構からは土器、木器、

石器、獣骨、等が出上し

0∠理 瞥 |
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ているが、土器は破片ばかりである。遺構はその切 り合い関係により、 3若 しくは4時期

に分かれると考えられるが、調査の段階では、上層、下層の、 2面の遺構面として検出し

ている。これらはあまり時間

差はないものと思われるた

め、ここでは第 2遺構面とし

土抗

CSK-1

1区の西側で検出した。北

側は,F水溝によって切られて

いるが、推定で平面円形の上

坑である。検出規模は0.58×

夏§;警豊島ζξと

'i将

弱ζ軍響番ギ
′

青黒色砂混じり上
(5B Gl.7/1)

第26図 CSK…2,3,4,5 遺物出土状況

第27図  C区第 2遺構面上層平面図

6区
5区

oSP-76

oSP‐ 77

③ SP-10
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0。 14mで、深さ0。 18mを測る。埋土は黒色砂混じり土である。

CSK-2(第 26図 )

1区の西側CSK-1の 東隣で検出した。西側を除く三方を排水溝で切られており、推

定で平面円形の上坑である。検出規模は 0。 3XO.54m、 深さ 0,lmを測る。埋土は黒色砂

混じり上である。

CSK-3(第 26図 )

1区の西側CSK-2の 東隣で検出した不定形の上坑である。西側を排水溝で切られて

おり、検出規模 0.5X O。 4m、 深さ0.07mを測る。埋土は黒色砂混じり粘質上である。

CSK-4(第 26図 )

と、 2区にまたがって検出した長軸 0。 5m、 短軸 0。 3mの平面楕円形の土抗である。深

さ0.16mを測る。埋土は炭化物が若千混入する黒色砂混じり上である。

CSKi5(第 26図 )

CSK-4の 東隣で検出した長軸 O.7m、 短軸0。 45mの不整円形の上抗である。深さは

第28図 C区第 2遣構面下層平面図

6区
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0。 23mを測る。埋土はCSK-4と 同様、炭化物を若千含む黒色砂混じり上である。

CSK-6

1区の北側で検出している。北側と西側を排水溝によって切られているため平面形は明

らかではない。検出規模 0.4XO。 25m、 深さ0.19mを 測る。埋土は黒色砂混じり粘質上で

ある。土器片と伴に獣骨が出上している。

CSK-7

2区の東側で検出している。北側は排水溝で切られているが、推定で平面長円形の上坑

である。検出規模は 0.5× 0。 2mで、深さは0。 32mを測る。埋土は黒色砂混じり粘質上で

ある。

CSK-8

3区の南西隅で検出した。西側と南側をφ卜水溝によって切られているため形状は不明で

あるが、検出規模は 0。 9× 0。 12mで、深さは0.17mと 浅い。埋土は、上層が青黒色砂混じ

り上、下層が暗灰色粘質上の二層に分層できた。

CSK-9

3区の南側で検出しているが、大半を東側と南側の排水溝によって切られているため形

状は不明である。検出規模は 0.6XO。 14mで、深さは0.1lmを測り、埋土は黒色砂混じり

上である。

CSK-10

5区の中央部で検出している。当初は0。 29×

0.37mの平面楕円形の土抗と思われたが、掘り下

げていくうちに下層では0。 78XO,62mの不定形の

土坑となった。埋土は上層が青黒色砂混じり上、

下層が暗青灰色砂混じり上で、土器片と伴に大形

蛤刃石斧が 2点 (Cl■・■2)出上している。

CSK-11(第 30図 )

5区の中央部やや北寄りで検出した、平面不定

形の上坑である。長軸は 1,3m、 短軸は最大で

0.81m、 影 ↓ヽで 0.3mを測る。深さは0.21mで 、

埋土は、上層が暗仄色砂混じり上、下層が黒色砂

混じり粘質上である。上器片と伴に獣骨が出上し

A

|
A′

A
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第30図  CSK-11 遺物出土状況

ている。

CSK-12

5区の北側で検出しており、北側は排水

溝によって切られているため平面形は明ら

かではない。検出規模は0.55X O。 4m、 深

さ0。 16mを測る。埋土は暗灰色砂混じり上

である。

CSK-13

5区の0。 28X O.2mの 平面楕円形の上坑

である。深さは0.23mを測り、埋土は暗灰

色砂混じり粘質上である。

CSK-14

4区の南西隅で検出している。南側と西

側をコト水溝によって切られているために、

平面形は明らかではない。検出規模は 0,7

×0.13mと ゃゃ大型の上抗であるが、深さ

は0.05mと 浅い。埋土は暗灰色砂混じり粘

質土である。

CSK-15

4区で検出している不定形の上坑である。南側と東側を排水溝によって切られており、

検出規模 1,0× 0.6mで、深さ0.03mを測る。埋土は暗灰色砂混じり粘質上である。

CSK-16

2区で検出している楕円形の土抗で、CSK-21に よって切られている。規模は 0.6×

0。 6mで、深さは0.22mを測る。埋土は上層が暗灰色粘質上、下層が炭化物を少量含む黒

色粘質上である。

CSK-17

6区で検出している楕円形の土抗である。規模は0.65× 0,44mで、深さは0。 17mを測る。

埋土は黒色粘質上である。

CSK-18

6区で検出している不定形の土抗である。南側を撹乱によって切られているが、検出規

-34-



模は 0。 7XO。 72m、 深さ0。 12mを 測る。埋土はオリープ黒色粘質土で土器片と伴に獣骨が

出土している。

CSK-19

6区で検出している不定形の上坑である。南側を撹乱によって切られているが、検出規

模は0.77 XO。 51m、 深さは0.06mを測る。埋土はオリープ黒色粘上である。上器の他木製

の杓の未製品 (C78)が出土している。

CSK-20

6区の南側で検出している。大半を北側の撹乱によって切られているため、形状は不明

である。検出規模は0.55× 0.2m、 深さは0。 14mを 測 り、埋土は黒色粘質上である。

CSK-21

2区の西側で検出しており、北側にあるCSK-16を 切っている。西側は排水溝によっ

て切られており、検出規模は0,55X O.2m、 深さは0。 14mを 測る。埋土は上層が暗灰色粘

質土、下層が炭化物を少量含む黒色粘質土である。

CSK-22(第 31図 )

4区の南側で検出しており、東側と南側の一部を排水溝によって切られている。検出規

模は0.88X O,6m、 深さは0,16mを測り、埋土は上層が暗灰色粘質土、下層が炭化物を少

量含む黒色粘質上で、土器片の他不明石製品 (C l16)と獣骨が出上している。

CSK-23

4区の中央部で検出した長軸 1.2m、 短軸0.54mの不定形の土坑である。深さは0.08m

を測り、埋土は暗灰色粘質土である。土器片と獣

骨が出土している。

CSK-24

4区 の西側で検出している。西側を排水溝に

よって切られているが、検出規模 1.2XO。もmを

測る比較的大型の上抗である。深さは0.08mで 、

埋土は黒色砂混じり粘質上で、土器片と獣骨が出

土している。

CSK-25

4区の西側 CSK-24のすぐ西側で検出してお

り、西側を排水溝によって切られているが、検出

I ml

】 驚
烏鳥警
至搬 胡 <炭 を少HStr>
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規模 0。 3× 0。 16mで推定で平面楕円形の上坑である。深さは0,05mを測 り、埋土は黒色砂

混じり粘質上である。

CSK-26

6区の北側で検出している不定形の上坑である。東側と西側を排水溝によって切られて

いるが、検出規模は、1,35X l.3m、 深さ0。 16mを測る。埋土は黒色粘質砂層である。

CSK… 27

6区の東側CSD-12の すぐ北側で検出している。CSD-12と 接しているが、切 り合

い関係はないと考えられる。北側と西側を排水溝によって切られているが、検出規模0.28

XO.2m、 深さ0.09mを 測り、推定で平面楕円形の上坑である。埋土は黒色砂混じり粘質

上である。

溝

CSD-5(第 32・ 33図 )

1区で検出している南北方向に走る溝である。北端はつF水溝によって切られているが、

南端は袋状に終わる。幅0.45～ 0。 9m、 深さは0.2～ 0.5mで、

南端部分で深く落ち込んでいる。埋土は落ち込んでいるとこ

ろで、4層 に分けることができ、上層から青黒色砂混じり上、A

青黒色砂混じり上、炭化物を含む暗仄色砂混じり上、灰色砂

質上の順で堆積 し

ている。出土遺物

は土器の他に石槍

(C82)、 獣骨が

出上している。

CSD-6(第 34

図)

3、 4区で検出

しており、調査区

を東西方向に走る

溝である。両端を

検出しておらず、

さらに調査区外へ

―
第32図  CSD-5 上層遺物出土状況

<ややお性有り、炭を含む>
9   ___4廂 顕土宙堆T)

第33図 CSD-5下層遺物出土状況

ヤ招逸
‐ぺ8

|た
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里1占
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1 青黒色粘土  (5BG l.〃 1)    
｀

2 青黒色シルト混じり粘土 (10B G2/1)
3 暗オリーブ灰色細砂 (2.5GY 4/1)
4 暗緑灰色砂混じり粘質土 (7.5G Y4/1)
5 黒色粘質土 (Nl.5/1)<炭化物混じり>

lm

第34図  CSD-6 遺物出土状況

続いているものと思われる。幅は0.48～ 1。 2mで、 4区で幅は狭 くなっている。深さは

0.16～ 0.23mを測り、埋土は3区では5層、 4区では2層に分層することができる。遺物

は土器の他に柱状片刃石斧 (C l15)、 獣骨が出上している。

CSD-11

4区で検出している東西方向の溝で、西側はCSK-14に切られており、東端は袋状に

終わる。幅0.18～ 0.3m、 深さ0。 05mを 測る。埋土は黒色砂混じり粘質土である。

CSD-12

6区で検出している北東から南西方向に走る溝である。撹乱によって肩の一部を切られ

ているが、幅0,78m、 深さ0.32mを測る。埋土は上層から黒色砂混じり粘質土、細砂と炭

化物が混じる黒色粘質上、暗灰色シルトの3層に分層される。

土器群

第2遺構面上層を検出する過程の6層下層、7層上面の間で検出しており、1区で土器

群A、 5区で土器群B,C、 6区で土器群Dをそれぞれ検出している。第2遺構面とのレ

ベル差を考えると、第2遺構面に伴うものではないようである。上器は弥生時代前期のも

のが大半を占めるが、6層からの混入と考えられる中期の上器が若干認められる。

TP+6.4m
A′
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ピット

第2遺構面上層及び下層では総数 108個 ものピットを検出しているが、調査面積が狭小

なため建物が建つかどうかは不明である。しかし、 5区で 1棟の建物プランになるであろ

うピットを検出している。推定で1間 ×2間の掘立柱建物であるが、調査面積が狭小なた

め、実際の規模はさらに大きいかも知れない。その他のピットはどのような施設に伴うも

のか不明である。ピットで柱根が残存していたのは、CSP-108の みである。

第35図 c区第 3遺構面平面図

第 3遺構面 (第35図 )

CSR-1(第 36図 )

第 8層 をベースとして

自然流路を検出してい

る。明確に流路の肩を検

出し得たのは 2、 4、 6

区であったが、 1、 3区

でも側溝と深掘 リトレン

チの断面から砂の堆積層

が認められ、流路の肩を

検出している。同一の流

路であると認識している。

1、 3、 5区での河道を復元すると図のよう

になり、かなりの蛇行をしながら流れていた

ようである。幅 1.5～ 1.7m、 深さは0。 25～

0,9mで、特に 1、 3区 と6区で深 くなって

いる。埋土はオリープ灰色の砂層で、流路内

からの出土遺物はなかった。 6区での上層断

面から自然流路は 2ないし3時期で、幅、深

さを変えながら、流れていたものと思われる。

(3)出土遺物

土器

前述したように出土土器は上層の遺物包含

層に少量の須恵器、土師器、瓦器が認められ

:蕉と写子拿与与そ|,1影 :!

T・ P
+65m

B′

.T.P
+6.2m

第36図 csR-1 土層断面図
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第37図  CSK-4, 5, 6,10,,1 出土土器
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るが、弥生土器が大半を占める。弥生土器は前期から中期のものが主で、また第 2遺構面

の各遺構からは弥生時代前期の上器が出としているが、いずれも破片のものが多 く完形品

はほとんど無い。したがって図化し得たのはごく一部に過ぎず、ここではすべての遺構に

ついての出土土器の説明はしないことを最初に断っておく。尚、土器の詳細については本

文末の遺物観察表に記した。

遺構出土土器 (第37～41図 )

第 2遺構面の遺構出土土器は、主に第 I様式新段階の特徴をもつものである。器種別に

みると壷、無顕壺、奏、鉢、蓋がある。出土量では奏が最も多い。

重ではやや長めの頸部に口縁都がラッパ状に開き、頸部にヘラ描き沈線文が数条施され

るもの (C8。 CSK-5出 土、C32・ CSD-5出 上、C46,CSD-6出 土)、 短め

の頸部にヘラ描き沈線が 1条のみ施されるもの (C18。 CSK-22出上、C25。 CSD―

5出土)、 削 り出し突帯をもつもの (C47。 CSD-6出 土)貼 り付け突帯をめぐらすも

の (C33・ CSD-5出 土)な どがみられる。また、口縁部内面に突帯をもつもの (C55・

CSP-15出土)も ある。

C15 層

C19
10cal

第38図 CSK-14,17,18,21,22,24 出土土器
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第39図 CSD-5 出土土器
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9          0CH

第40図  CSD-6, 8 出土土器

C57

CSP-15,30 出土土器第41図
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ぞ
第42図 C区土器群 A・ B・ C・ D出土上器
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無頸壷は口縁部が内傾し、算盤玉状の体部に貼 り付け突帯をもつもの (C-5。 CSK

-10、 日縁が直に立ちあがるもの (C-10。 CSK―■出土)がある。

奏は短く外反したいわゆる如意形口縁で、全体が倒鐘形を呈する。胴部はあまり膨らま

ず、胴部最大径が日径を下回るものがほとんどであるが、なかには上回るもの (C7・ C

SK-10出土)も ある。文様は口縁端部に刻目を入れ、頸部に 1～数条のヘラ描き沈線文

をめぐらすものや口縁端部の刻目のみのものが多いが、文様を施さない無文のもの(Cl'

CSK-4出 土、C4・ CSK-6出 土、C ll・ CSK―■出土、C22・ CSK-24出 土、

C44・ CSD一  出土)も ある。

鉢には日縁端部に面をもち無文のもの (C13,CSK-14出 土)、 日縁が短 く外反し頸

部に数条のヘラ描き沈線文を施すもの (C2・ CSK-5出 土、C20,CSK-22出土 )、

瘤状隆起をもつもの (C9・ CSK― ■出土)がある。

Ｃ８０

-0
C79

―~
― くつ

_江
道

ヒ____ュ __     2P伽

判
ド
詞

解
Ｈ
卜
惟
涛

釧

η

�

ｌｌ
‐
―

第43図  C区出土木器

-44-



土器群及び包含層出土器 (第42図 )

中期の上器が若干含まれるが、前期の上器が大半を占めている。器種別にみるとやはり

養の出土量が多い。また、日顕部に瘤状隆起のある鉢の出上が目立っている。

木器 (第43図 )

CSK-19よ り海 (C78)が出上している。頭都はまだ扶り抜かれておらず未製品であ

ろう。その他CSD-8よ り板状製品 (C80)、 CSK-19よ り棒状製品が出上している

―触―‖⑬件

―――

――Ｉ

Ｈ

可

C83

く >        

▼ ~

第44図 C区出土石鶏 1)

斡
「
リ
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第45図 C区出土石諷 2)
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第46図 C区出土石諷 3)

が器種は不明である。CSP-108に は柱根が残っていた。

石器

石器には打製石器 (石鏃、石錐、不定形石器)、 磨製石器 (石包丁、大型蛤刃石斧、柱

状片刃石斧)があり、この他砥石、不明石製品がある。

石鏃 (第44～ 49図 )

凹基式、平基式のものがみられる他、石鏃未製品 (C83,99)がある。凹基式 (C84・

86,87・ 88。 89,91,96・  105)の ものは、細身のもの河ヽ型もの各タイプのものがある。

平基式は二等辺三角形を呈するもの (C102・ 104)と先端部から基部にかけて九見を帝

びた月ヽ型で厚みの薄いもの (C95'101)がある。

石錐

錐部が比較的太いもの (C85。 90。 94。 100)と 細いもの (C97・ 103・ 106)がある。

石槍 (C82・ 92)

C82は CSD-5よ り出上している。基部と側縁に細部調整を施している。C92は左側
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縁にのみ細部調整

がみられるだけで、

未製品であろう。

不定形石器 (C

93・ 98)

C931ま両面に細

部調整がみられ、

石鏃或いは尖頭器

の未製品であろ

う。C98に は細部

の調整はみられな

石包丁

いずれも包合層

からの出土で、直

鰯  (C107'109)

のもの と外彎刃

(C108。 110)の

ものがある。 C

107・ 108は緑泥片

岩製である。
0             5 cln

大型蛤刃石斧

第47図  C区出土石熙 4)

CSK-10出 土 (C■ 1・ ■2)と包合層出土 (C l13)の ものがある。Cl■ ,C l12

は刃部を欠損、断面は長円形を呈する。C l13は刃部を欠損するが、表面は熱を受けたた

めかガラス状に溶けている。

柱状片刃石斧 (C l15)

CSD-6よ り出上している小型の柱状片刃石斧である。断面は隅九方形を呈し表面は

丁寧に研磨して仕上げる。

砥石 (C l18)

包合層で出上している。形状は直方形を呈し、表裏両方とも使用の痕が認められるが両
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側面は使用されていない。砂岩製。

不明石製品

CSK-22出 土 (C l16)、 CSK-13出土 (C l17)、 包含層出土 (C l14。 119)が

ある。C l16は欠損のため全体の形状は不明であるが表面は九味を帯びており、裏面は欠

損しているが面をもっていたようである。表面に径 1.7× 2.Ocm、 深さ 5 1nHlの欠があけて

ある。石材は砂岩製。 C l17は板状で緑泥片岩製。加工痕、使用痕は認められない。C

l14は柱状で自然石であるが先端部に使用痕がみられる。Clねは円板状で表面及び周縁

部を研磨している。粘板岩製。

獣骨

CSK-6・ 11'18・ 22・ 23・ 24、 CSD-5。 6、 CSP-53から出上している。

ずれも刻ヽ片であるが、特に出上が目立つのはCSD-6で 、イノシシの下顎、肩甲骨、

骨の一部が出上している。

い
　

頸

①

僻

‐―――

螂

□ C■ 5
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第49図  C区出土石諷 6)
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4.D区 (NGT-89-1)の 調査

(1)基本層序 (第50図 )

D区は変電所敷地の中央部、やや南側に位置している。ここでは調査区の西壁断面を参

考にして説明を加えることにする。

TP+60m

TP+50m

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ю

盛  土                  工 暗編涙
オリープ灰色粗砂 (2.5G Y6/1)      12 暗オリ
暗オリープ灰色砂質土(5GY 4/1)    13 暗緑灰
暗オリープ灰色粘質ンルト(2.5G Y3/1)  14 暗オリ
暗緑灰色粘質(7 5GY3/1)        15 オリー

響俣色穆撮し′毒饗至モ畳と
8)6/1)    t' 

籍患決
灰色シルト(10Y 5/1)         18 暗緑灰
灰色砂混じり粘質土(N  5/)     19 暗黒色
暗緑灰色砂混じり土(10GY 3/1)     20 オリー

第50図  D区西壁土層断面図

1層 (盛土)層厚 1,0～ 1.2m、 変電所建設時の盛土である。

2層 (オ リーブ責色細砂)旧耕作土

3層 (暗オリーブ灰色砂質土)旧耕作土

4層 (暗オリーブ灰色粘質シルト)2・ 3層 に比べ粘性が強いが、色詞は同じである。

5層 (暗緑灰色粘質ンルト)旧耕作土直下の層で、染付や摩耗した瓦器片が出土する。こ

の層の上面で、南北方向に走る水路を検出している。

6層 (明褐色砂混じり上)層厚約15～ 20clllで、調査区全体に水平に堆積する。遺物の包含

状況は5層 と同じ状況である。

7層 (青灰色砂混じり粘質土)層厚約15～ 20clllで、摩耗した瓦器片の他土師皿片や須恵器

片が含まれる。

8層 (灰色シルト)調査区全体で、薄く堆積している。

9層 (灰色砂混じり粘質土)層厚約30clllと 、調査区全体でやや厚く堆積している。この層

からは土師皿片、須恵器の他に弥生土器、サヌカイト片を出上している。

10層 (暗緑灰色砂混じり上)層厚約15～ 30clll、 弥生土器、サヌカイト片を合む。上面で南
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北方向に平行に走る数条の溝を検出している。

■層 (暗緑灰色砂混じり上)純粋の弥生時代遺物包含層である。この層の上面で東西方向

に走る自然流路を検出している。

12層 (暗オリーブ灰色砂混じり上)同 じく弥生時代遺物包合層である。前期の上器が多く

含まれる。この層の上面で自然流路とピットを検出している。

13層 (暗緑仄色砂混じり上)

14層 (暗オリープ灰色シルト混じり粘質土)

15層 (オ リーブ灰色砂)13～ 15層には遺物は含まれない。今回の調査では地山と考えた。

(2)遺構

第 1遺構面 (第51図、第3表 )

5層上面で検出しており、調査区の東側で南北方向に走る溝を2条検出している。近世

以降の水路であろう。

DSD

第51図  D区第 1遺構面平面図

第3表  D区第1遺構面遺構一覧表

第 2遺構面 (第52図、第 4表 )

10層上面で検出しており、調査区全体で 9条の南北方向に走る浅い溝を検出している。

鋤溝も観察され、畑等の畝の名残 りであろう。

NGT D区遺構一覧表

第 1遺 構 面

遺構番号 形  状 平面規模 (長さ×幅)cllI 深 さ cm 埋  土 出土 遺物 備   考

SD-1

SD-2

60× 30

40 × 30

20X30
′
  20

暗オリープ灰色

粘質シルト

抗

染付磁器
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遺構番号 平面規模(長さX幅 )cln 深 さ cla 埋  土 出土遺物 備 考

SD-3

SD-4

SD-5

SD-6

SD-7

SD-8

SD-9

SD-10

SD―■

510 × 35  ‐中 70

510 X107  ～140

490 X 90  ^- 95

500 × 17.5- 30

500 X 40  ‐ψ 85

515 X 65  - 82.5

500 X 52.5‐- 70

505 × 70  - 82.5

355 X 23.5- 35

7～12

15‐ヤ19

6～ 11

4

7～ 9

9～ 10

5-11

5- 8

8

灰色砂混じ

り粘質土

調査区の南で2本に分岐

第 4表  D区第 2遺構面遺構一覧表

第52図  D区第 2遺構面平面図

第3遺構面 (第53図 )

11層上面で検出しており、自然流路を検出しているのみである。

DSR-1(上 層)

自然流路と考えられ、本流と幾筋かの支流を検出している。本流はほぼ東西方向に走り、

幅 2.0～ 2.4m、 深さ約 0。 3mであるが、東側では 0.6～ 0.8mとゃゃ深くなっている。

埋土は緑灰色系の粘質土及び砂混じり粘質上である。支流の方の埋土も、ほぼ同じ状況で

あった。

第4遺構面 (第54図)  ・

12層及び14層上面で、自然流路とピットを検出している。第 3遺構面で検出したDSR

-1と 流れが一致しており、同一の自然流路と考えられる。DSR-1(下 層)と した。
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第53図  D区第 3遣構面平面図

第54図  D区第 4遺構面平面図

DSR-1(下 層)(第 55図 )

上層と流路は同じであるが、

幅が 1.4～ 1.8mと狭くなって

おり、深さは 0.5m前後を測る。

埋土は上部のシルト層以外は粘

上が堆積している。上層で見ら

川
洲
■
―
Ｉ
Ｔ
Ｉ

⑥ SP-4

SP-3生

ジsP-5  ∪ SP-6

iこ  i3与を葵翻 ;ラ

イ暮む>

牌

ノ導墓J ttr黙ヒ渓
pFォ手羽み質耳罰か:s絃

`

|

DSR-1下 層遺物出土状況
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れた支流は、調査区の東側に2条検出しただけで、深さ力泊.05mと非常に浅い。調査区の

西側の流路内から板材と弥生土器が出土した。

ピット

ピットは全部で 8個検出しているが、建物等の施設にはなり得なかった。DSP-5、

6に は柱根が残存していた。

(3)遺物

土器 (第56～ 59図 )

弥生時代前期から中期のものが出上しているが、前期の上器が大半を占めている。いず

れも破片ばかりで、B・ C区に比較すると土器の出土量は少ない。

DSR-1出 土土器 (Dl～ 4)

養 (Dl・ 2,4)と 鉢 (D3)が出上している。Dl・ 2は養の底部である。D4は

短 く外反する如意形口縁をもち、日縁部には刻目を施さない無文の奏である。D3も 短 く

外反する日縁をもつ無文の鉢で、外面にはハケメ調整が施されている。

蕪
琴
D6

鐵ヽ
D7 畏
「

＼
準

第56図  D区第 3、 第 4遺構面及びDSR-1下 層出土土器
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第57図  D区包含層出土土諷 1)

第58図  D区包含層出土土諷 2)
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第59図  D区包含層出土土無 3)

包合層出土土器

壷、奏、鉢、

蓋、ミニチュア

土器がある。壷

は口縁が短く外

反し頸部のほと

んど無 い もの

(D12)と 頚部

に2条のヘラ描

き沈線を施し、

日縁内部に突帯

をもつものがあ

る。この他に細

頸壷 の口縁部

(D16)が出土

している。奏は

左工 >―國 f昨 靱
憮

Ⅶ

７

第60図  D区出土土諷 1)
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第61図  D区出土石器

透

江

短く外反する如意形口縁をもち倒鐘形を呈す

るものである。鉢には口縁が直立気味に終わ

るもの (D ll)、 外側に開くもの (D15)、 短

く外反するもの (D20)がある。また、D17

のような浅鉢もある。蓋は2点 (D18・ 26)

出土しており、いずれも内外面丁寧なヘラミ

ガキを施している。縄文土器が 1点出土して

いるが (D23).晩期の船橋式に属する。

石器 (第 60・ 61図 )

サヌカイト製の剖片 (D30～ 32)と 石包丁

(D33)が 1点出上している。剖片はいずれ

も自然面 (風化面)を残し、細部の調整は認

められない。石包丁は緑泥片岩製で外彎刃、

全体の形状は細長い。

木器 (第62図 )

DSR-1出 上の板材 (D34)がある。全

長 1,5m、 幅20clll、 厚さは最も厚いところで

10C14で、断面は楔形を呈する。外側には樹皮

が残 り、原木を縦割りにした状態のままのも

ので、幅 3～ 6 cIIl程の工具痕が認められる。

板材から推定すると原本は直径40cIIl程度と考
第62図  DSR-1 下層出土木器

えられ、材はモミ材のようで、これから色々の本製品を作 り出すのであろう。DSR-1

の底に置かれていたのは、次の加工作業に移るまでの一時的県存のために水に付けていた

と考えられる。
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第 3章 ま

1.遺構について

A区

A区では地表下約 3mま で調査を実施した結果、遺構面を3面確認した (断面で確認し

た近世の遺構面を含めると計 4面になる)時期は出土遺物から推定すると弥生時代前期～

中期頃と考えられる。検出した土坑、溝からは遺物が少量出上しているだけで、どのよう

な性格のものであるのかは不明である。遺構、遺物とも希薄であり、当時の集落の中心か

らははずれているようである。

B区

B区で検出した南北方向に走る溝BSD-1は 、北側、南側ともさらに調査区外へ続く

ことが確認できた。B区では、この溝以外に遺構は検出しておらず、弥生時代前期の集落

の中心からは外れた場所にあたると考えられる。調査の課程では、この溝は、集落の周囲

を巡る環濠の 1部かとも考えられたが、掘 り進んでいくうちに溝の深さは存外浅 く、断面

の形状も通常の溝と変わりないため、今のところ集落内を流れる溝の 1部を検出したと考

えている。B区での調査結果から、集落の範囲はさらに南へ広がる可能性のあることが判

明した。

C区

C区ではA、 B区 とは異なり、遺構の密度が濃く、弥生時代前期に属する溝、土坑、ピッ

ト等の遺構を検出している。ここに至りてやっと、具体的に集落の存在を示す遺構を検出

したことになる。しかし、多数のピットを検出したにもかかわらず、竪穴住居跡は検出さ

れなかった。土坑内からは土器の他石器、獣骨等が出土しているが、土器に関していえば、

完形品はなく、破片ばかりであり、一般的な廃棄土坑であろう。

D区

D区では若子のピットと自然流路を検出しているのみで、遺構の密度は薄く、集落の中

心からは外れるようである。

2。 その他の出土遺物

(1)熱変形を受けた土器 (第63図 )

C区では図のような土器片が2点出土している。 1は表面が穴だらけで、手に持つと非

常に軽く、一瞥すると溶岩か軽石のような感を受けるが、詳細に観察すると胎土は土器を

と
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第63図  C区出上、高熱を受けた跡の残る土器片

構成しているものと同じであり、土器片であることが判明した。このような土器片は人尾

市美園遺跡での出土例があ魏
、土器が何らかの理由で高熱を受け変化してしまったもので

ある。全出土土器を整理した結果、確認し得たのはこの2点の他に、さらに小片が数点あっ

た。 1は全体が軽石状に発泡しており、僅かに発泡していない部分 (上器の表面が残って

いる部分)あ るのみである。色調は発泡部分が、紫仄色～赤灰色呈し、熱を受けているこ

とがわかる。壁厚は 1.2clllと 厚いが、発泡作用のため土器自体が膨張したためであろう。

手に持った感じは通常の上器よりも軽い感じがする。

2は部分的に発泡が認められる。色調は外面が灰色～灰白色で、内面が灰白色～明赤灰

色を呈する。発泡部分はオリーブ灰色～オリーブ黒色に変色している。外面にハケメの痕

跡がかすかに残る。これらの上器は、いずれも3層 から出上しているが、明確な時期、器

種は不明である。また、第 2遺構面のCSK-6か らも細片が出上している。

(2)蓋形土製品と匙形土製品 (第64図 )

B区で出上している。蓋形土製品は径5.2clllを 測り、 2個の突起を有する。匙形土製品

は径3.lclll、 高さ2.6cmの球状を呈する匙頭の一端に棒状の柄部を斜めに取り付けている。

柄部は先端を欠損するが柄部を含めた全長は4.3clllを 測る。
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(3)外部の特徴を

もつ弥生土器 (第

65図 )

B区では包含層

及びBSD-1か

ら在地産の上器で

はなく中国地方、

山陰地方から近畿

北部にみられる文
第64図  B区出土蓋形土製品と匙形土製品

様の特徴をもつ土器が数点出土している。 5,6は櫛描き直線文の間に円形の刺突文をも

つ中期の上器である。丹後地方によくみられる。 7は蕨手の浮状文を貼 り付ける。 8～ 10

は壷の体都と考えられ、ヘラ描き沈線文と羽状文を施す。施文原体は貝殻によるものかへ

ラ描きによるものか特定はできない。

(4)関西電力東大阪変電所保管の木器類 (第66・ 67図 )

昭和34年の発掘調査時に出土したもので、全部で総数17点ある。器種は未製品のものを

合めると鍬と特定できるものは7点 (11・ 12・ 13・ 15・ 17・ 18・ 21)である。13、 17は柄

を装着する部分の舟形突起を削り出す途中の未製品である。■は円形の突起を削り出して

いる。12は柄が装着されたままの状態であった。15、 18、 21は舟形突起の破片である。こ

れらの他に未製品の高杯状製品 (23)、 杓 (25)がある。

3。 中垣内遺跡の集落の範囲について

変電所敷地内で 4カ所の調査を実施した結果、暫定的ではあるが、集落の範囲が明らか

になってきたといえる。敷地内の東側にあるB、 C区に対してA、 D区は、遺構、遺物と

3

籍
6 饉

7

轟 ＼
ｏ第65図 外部の特徴を持つ土器
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も希薄であり、やはり集落は昭和34年に発見された変電所敷地内の北東隅を中心に存在す

ることは確実であろう。また、集落の営まれ始めるのは、B区で検出したBSD-14■

上器、0区1第 2遺構面出土土器にはI様式中1段階の特徴をもつものも―若干認められるもの

の、大手がI様式新段階に属するもので、古段階のと器は1出上していないことから、称と

時代前期後半と考えられる。中期の遺構は検出されていないが、二器はⅢ、W様式のもの

が出上しており、引き続き申期にも集落は営まれたよ―うである。
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(5)中垣内遺跡の東方、標高 213mの 山上にあり中期の上器片が採集されている。

東宏  「第 1章 原始時代の大東市・弥生時代」吹 東市史』 (1973)

16)着宮遺跡、野崎遺跡、宮谷古墳群、城ケ谷遺跡、墓谷古墳群などで出土している。

(7)鍋田川遺跡は昭和33年の砂防堰堤工事の際に発見され、大量の高杯 と卜骨、刻骨が出

上している。

東宏  「第 1章 原始時代の大東市 。古墳時代」『大東市史』 (1973)

外環状線 (国道 170号)近 くにある大阪産業大学の校舎増築工事に伴う発掘調査にお

いて、同じ中垣内遺跡内で、古墳時代前期の集落跡が発見されている。

北新町遺跡では第 2次発掘調査において、古墳時代前期の堀立柱建物跡が発見されて

いる。

(81 田代克巳・瀬川健  『堂山古墳群発掘調査概要』 大阪府教育委員会 (1973)

(9)(1)に 同じ。

l101(2)に同じ。

こつ (2)に 同じ。

⑫ 刻ヽ林行雄、杉原荘介編  『弥生式上器集成 。本編』 東京堂出版 (1990再版)

09 『美園』 (財 )大灰文化財センター (1986)

lln 前期の例では唐古遺跡、東奈良遺跡、森之宮遺跡がある。

-65-



t〔と

中垣内遺跡は昭和34年に発見されて以来、弥生時代前期の

集落跡として認識されてきました。当時行われた調査では、

たくさんの弥生土器が出上したと伝えられていますが、公表

されているのはほんの一部にすぎませんでした。今回、機会

があって実に30年ぶりに調査をすることになり、変電所で保

管されていた当時の出土遺物と共に、その成果をこうして活

字にできるということは、たいへん嬉しいことです。

この本の内容についてですが、筆者浅学のため不十分な点、

不備な点が多々あることと思います。特に上器の胎上分析、

石器の石材、木器の材質など、まだまだやり残したことはた

くさんありますが、いずれ別の機会に改めて発表したいと思ρ

ています。

最後になりましたが、この調査に協力していただいたすべ

てのみなさんに感謝の意を表し、そして、筆者の今後のより

一層の精進を御約束しておわりのことばにかえさせていただ

きます。
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遺 物 一 覧 表

B区 出 土 土 器

図番号 器 種
法   量
口径・ 胴径
残存高

態形 文  様  ・  技  法 備 考

10-Bl 壷

17.8

19.0

ゆるやかに外反する顎部に短く水平

にのびる口縁部をもつ

外面 頸部ヘラ描直線文は3条
肩部にヘラ描直線文が 4条

顕部にタテハケが残る(11本 /clll)

体部はヘラミガキ(4mm)

内面 日縁部にヘラミガキ

黒褐色

雲母が目立つ

10-B2 一霊

16.7

27.8

18.5

口縁端部は肥厚する

票部に段を有する

外面 体都全面にヘラミガキ(3Hun)
肩部にヘラ描直線文が4～5条

内面 口縁から頸部に細いヘラミガキ
肩都から下半は粗いヘラミガキ

淡赤澄色

10-B3 壺

18.0

13.8

口縁部はゆるやかに外反する

端部は九く終る

残存部は体部最大径と推測される

体部全体に細いヘラミガキ(21nla)

票都3条、月部6～7条のヘラ描直線文

ナデ調整、指頭圧真が残る

外面

内面

仄黄禍色

角閃石を含む

10-B4 壷

21.1

6.5

大きく外反する顕郡

口縁端都は九く終る

外面 顕部に1条、浅いヘラ描直線文

内面 口縁部に横方向のヘラミガキ14Hun)

浅黄燈色

10-B5 壷

27.4

12.9

頚都は大きく外反する

日縁部はや 肥ヽ厚し、外に向かって

面をもつ

口縁近くの位置に組穴 1孔を焼成前

に内一外に穿つ

外面 体都全面に縦方向のハケロ8～ 9本/gnが
密に施される

頸都に中のあるヘラ描直線文が 4条

内面 績方向の密なハケロ6～ 74/cn

にぶい責澄色

10-B6 壼
20.5

19.6

口縁部形状不明

頸部は直立する

体部は大きく内湾し、平底へ続く

外面 頚部に7条のヘラ描直線文
肩部下半にヘラ描きの振流水文

体都全面にヘラミガキ

内面 頚部にヘラミガキがわずかに残る

浅黄燈色

胎とは密

10-B7 一霊

16.1

22.0

26.5

顕部は外反し、端部は九く終る

底部は突出して上げ底

外面 頚部にヘラ描き直線文8条
口縁部と体部下半にタテハケワVculを施

しヘラミガキを重ねる

肩部にヘラ描直線文が6条

内面 全面ゆびナデ

にぶい黄燈色

全婁母を多量含

む

10-B8 重

19,0

27.2

35.4

器高が胴径を上回る

願部は外反し端部はやや肥厚する平

庭

外面 頸部にヘラ描直線文3条
肩部にもヘラ描直線文4条

顕部は風化しているが体部下半にヘラミ

ガキOHEE)を施す

内面 ナデ調整

にぶい黄色

角閃石を含む

ユーB9 壷

30.3

16.7

口縁は顕部から大きく外反する

瑞都は外に面をもち厚い

頚部は直立している

外面 積方向のヘラミガキ(4mm)
頚部に移Vanの タテハケを施したのち9

条のヘラ描き直線文を重ねる

ヘラミガキとタテハケが一部混在

内面 積方向のヘラミガキ(4mm)が全面に残る

明赤編色を呈す

角閃石を多畳含

む

ユーB10 重

22.9

10.2

日縁部は外反する

端部は九みをもって終る

外面 横方向のヘラミガキ(2ma)がわずかに残
る

頸部にヘラ描き直線が4条

内面 風化が激しく明瞭ではない

にぶい赤禍色

やや組

■―Bユ と霊

22.0

12.1

直立する頚部からは縁部は外反する

口頸部に組孔お■つ内一外に穿たれる

体部はゆるやかに内湾して下る

外面 装方向のヘラミガキ(2mm)
頚部に5条のヘラ描直線文

内面 積方向のヘラミガキ、指おさえ

や 粗ヽ

ユーB12 重

22.4

11.2

口縁部は外反し端部は肥厚し九みを

もって終る

肩部に張りがない

外面 タテ方向のハケロ(10本/un)を 施したの

ちヨコ方向のヘラミガキを重ねる

頸部に浅いヘラ描直線文が3条

口縁部に横方向のヘラミガキが残る内面

や 粗ヽ

11-B13 壺

18.6

8.1

口縁部は肥厚し、外反している

端部は九く終る

外面 積方向のヘラミガキ(2Ш )
肖Uり 出尖帯の上にヘラ描沈線が1条

内面 積方向のハケロ(9本7ぐ0

にぶい黄燈t
角閃石を中量含

む
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11-B14 壺

23.6

11.4

筒形の顕部から口縁部は大きく外反

する、その端部は九い

外面 全体に(94/原体)の タテハケを施したの

ち6条のヘラ描直線文を重れる

風化のため不明、板ナデの痕が残る内面

角閃石少量含む

11-B15 重

14.6

16.0

18,4

平底から逆くの字に内湾する体部

頚部は直立気味

日縁部は大きく外反し、端部は九い

外面 口縁部と肩部、体部下半にヘラミガキ
(21Fal)

内面 口縁部にヘラミガキが残る

淡橙色

ユーB16 苺霊

13.3

16.0

17.2

体部は逆くの字に屈曲する

口縁部は大きく外反し端部は水平に

のびる

組孔が 1つ (内外から卜いに穿つ)

外面 頚部、肩部にヘラ描直線文がそれぞれ4
条、6条巡る

器壁全面にヘラミガキを施す

内面 口縁から願部にかけてヘラミガキが残る

橙色を呈す

焼成はや 転ヽ

金婁母がめだつ

ユーB17 重

15,7

19.5

体部は逆くの字に屈曲

顎部からゆるやかに外反する口縁の

端都は九く納められる

平残

外面 口縁部と体部下半は横方向のヘラミガキ

を施す。頚部を中心にタテハケー部タタ

キロ(朝Vall)が認められる

計測不可能だが斜めハケロが残る内面

浅黄橙色

一部黒斑あり

ユーB18

21,1

11.6

直立気味の顔部からゆるやかに外反

しては縁部が続 く、端部は外に向

かって面をもつ

組孔が 1つ

外面 頚部の貼付央常にヘラによる刻目を施

す。体部は縁部もヘラミガキがわずかに

残る

内面 板ナデののち、全面にヘラミガキ(4HEl)

明赤禍色

角閃石を多量に

含む

■―B19 壷

23.0

8.3

大きく外反する口縁部はや 肥ヽ厚

し、端部は斜め上方に面を有する

器表面にツヤがある

外面 全面ヘラミガキ
貼付央特に4mnの小さな刻目を巡らす

胎とは密である

角閃石を含む

12- B20

31.6

12.8

張りのない肩部から口縁部は外反し

て続く、口縁端部は斜め上方に面を

もつ

外面 全面に細いタテハケ(8本/cm)を施したの
ち頸部に浅いヘラ描直線文を間隔をもっ

て4条巡らす

内面 ナデ調整

12-B21

10.8

28.6

内清する体部に直立気味の頸部が続

く、回縁部はや 肥ヽ厚し、外反する

端部は九い

外面 体部にヨコハケがわずかに残る
頚部にヘラミガキを施したのち3条のヘ

ラ描直線文を重ねる

内面 口縁部にヘラミガキがわずかに残る
板ナデ、指ナデ

にぶい責禍色

角閃色を多量含

む

12-B22 無顕壷

11,0

3.9

内傾する口縁部の端部は九く終る

tLIとが 1つ外一内に斜に穿られる

外面 貼付尖帯が3段、それぞれ4mmの刻目文
を施す。体都にヘラミガキが残る

内面 ナデ調整

にぶい褐色

胎土は密

12-B23 高 杯
底部径 8.0

7.5

脚部は内湾し、裾部は水平にのび肥

厚する

林部はゆるやかに外傾して続く

外面 裾部のみヨコナアが認められるが、他は
風化が激しく調整不明

全雲母が多量

12-B24 ミニ霊 4.4

4.4

体部は逆くの字に屈曲する

底部は突出し、上げ底

外面 ゆびナデ、ゆびおさえ
内面 調整不明

黒斑あ り

12-B25 ミニ重 9,0

9.5

底は上げ底状

体部は逆くの年に屈曲する

顎都は直立気味である

外面 嵐部付近にヘラミガキ(3m)が残る
内面 ナデ
粘土紐の痕が残る

灰白色

上限はほ 口ゞ縁

端部 ?黒斑あり

12- B26 ミニ鉢

5.5

2.8

平底から体部は斜め上方へ開く

端部は肥厚し上げ底

外面 指ナデのあとタテハケがわずかに残る
内面 指ナデ

灰責禍色

角因石を含む

12-B27 ミニ鉢

7.8

4,7

底部は央出し上げ底

体都は斜め上方に開く

端部は九みをもって終る

外面 指おさえ
内面 指おさえのあとヨヨナデ

黒斑あり

12-B28 ミニ養

8,3

7.0

平底から体部は内湾してたちあがる

口縁部は外傾し端都はわずかに直立

気味に九く終る

外面 指おさえ、ヨヨナデ
内面 指おさえ
粘±4Lの痕 彿例)が 3ケ所残る

禍色

角閃石を含む

燦付着

12-B29 薪錘車

縦  4.3

横  4.3
厚さ0.75

中央に孔が 1つ上下から穿たれる 全面にナデ調整

12-B30 養

19,4

18.5

穿子とを1ケ所有する平底から張りの

少ない体部と外反する口縁部が続く

日縁端部は九みをもって終る

外面 風化のため調整不明
口縁部ヨヨナデ

内面 斜めハケ(国VcMI)右下―左上

にぶい黄橙色
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12-B31 棗

(推)18,0

18,0

張りの少ない体部

口縁部は外反し端部は九みをもって

終る。平底 ? 内面

外面 タテハケ(6秤cm)

体部下半は磨耗している

指おさえ、指ナデ

明赤褐色

角閃石を含む

媒付着

13-B32 露

18,6

10 4

張りの少ない体都と外反する日縁部

をもつ

端部は九味をもって終る

外面 斜めハケロ、タテハケ、ヨコハケが混在
74/原体、口縁部ヨヨナデ

内面 外面と同原体のハケロがわずかに残る

仄オリープ色

角閃石を含む

胎土はや 密ヽ

13-B33 甕

(推)15.6

16.5

林都中位よりや 上ヽに最大径をも

ち、九みのある体部と外反する日縁

をもつ。端部は外傾した面を有する

外面 タテハケ、斜めナケ(5本/cn)右下→左上
日縁部にヘラによる刻目を施す

内面 外面と同原体のハケを右→左のヨコハケ

にぶい黄禍色

13-B34 甕

(推)16.7

17.0

張りの少ない体都とゆるやかに短く

外反する口縁部をもつ

口縁端部は九く終る

外面 右下→左上の斜めハケ(9本たIn)と 口縁部

にヨコハケ、頸都に2条のヘラ描直線文

指ナデ内面

橙色

角閃石を含む

全面に煤付着

13-B35 奏

(推)22.0

15.0

張りの少ない体部

短く外反する日縁に粘上を重れて上

方に面をもたせる

外面 タテハケ(″V銀)風化し磨耗は頚部に寸
断するヘラ描直線文が 3条

端部に4mの刻み日文を施す

黒福色

媒付着

13-B36 斑

(推)18.0

15.9

張りのない体部にゆるやかに外反す

る日縁部をもつ

口縁端部は丸みをもって終る

外面 風化のため調整不明
日顎部にヘラ描直線文が 2条

内面 縦横のナデ

赤褐色

13-B37 甕

(雅)19.6

21.7

張りのない体部と rttL字」の日縁

をもつ

口縁端部は九みをもって終る

内面

わずかにタテハケが残る

口頚部に5条のヘラ描直線文

端部に7ullnの刻み日文を施す

ATLの ため調整不明

外面 黄灰色

支高である

13-B38 菱

(推)21.0

11.1

倒鐘型の体部と顕部でやヽしまって

外反する口縁部をもつ

口縁端部は九みをもって終る 内面

タテハケ(嗣Vtlll)を 体部に施す

顕部にヘラ描直線文が 3条巡る

ナデ、粘土紙の痕 (外傾)が 2ケ所残る

外面 黒禍色

13-B39 奏

(推)23.4

15.8

体都中位より上に最大径をもつ

口縁はゆるやかに外反し端部は九く

終る

外面 タテハケ、斜めハケ(6本/cal)を施す
頚部に3条のヘラ描直線文

口縁端部に4tlmの刻み目文

内面 外面と同原体の斜めハケ

にぶい黄糧也

煤付着

13-B40 奏

(推)23.2

16.7

張りの少ない体とゆるやかに外反す

る口縁部をもつ

端部はや 角ヽばって終る

外面 下→上のタテハケ("Vcnl)は 頚部、上→

下のタテハケが最大径より下に施される

内面 積ハケ16本たm)

にぶい責橙色

外面全体に媒付

着

13-B4ユ 菱

(推)22.3

22.6

倒鐘型の体都とや 肥ヽ厚し外反する

口縁部をもつ

底部は平底

外面 タテハケ∝ m)、 嵐部にヘラミガキ、
頚部にす断するヘラ描直線文、端都下半

に3mmの刻み目文

内面 回縁付近にヨコハケ

禍色

全面に媒付着

14-B42 菱

帷 )17.6

15.6

張りのない体部と「くの字」に屈曲

する縁をもつ

端部は九みをもって終る

外面 タテハケ(4本 /un)、 端部に4Hltlの 刻み目
文、3条のヘラ描直線文

内面 板ナデ

灰黄襴色

煤付着

14-B43 発

(推)18.0

16.7

倒鐘型の体部と外反する口縁部をも

つ、端部はや 角ヽばって終る

嵐部は平底

外面 横ハケ(上半部)タ テハケ(下半部)

口縁部に指おさえの痕が残る

板なで、指おさえ内面

にぶい橙色

胎土はや 粗ヽ

14-B44 莞

(推)14.8

17.7

底都は央出し上げ底

張りのない体部と外反し端部でわず

かに直立する口縁都をもつ

端都は九みをもって終る

外面 風化のため調整不明
口頸部に3条のヘラ描直線文

口縁端部に刻み目文

内面 指なで

髄

胎土は粗

煤付着

14-B45 奏

(推)31.2

12.8

ゆるやかに内傾する体部を「くの字」

に屈曲する日縁部をもつ

端部は九く終る

外面 右下一左上のハケロ(9本 /cHl)を施したの
ち3条のヘラ描直線文を重ねる

端部に81nalの刻み目文

内面 横方向のハケロ(外面と同原ω なでが縦
横に見られる

髄

焼成はや 駄ヽ

黒斑あり

14-B46 甕

(引4)30.0

28.0

球形の体部と強く外反する口縁都を

もつ、端都は九みをもって終る

平底

外面 斜めハケロ("Voll)右 下一左上、日顎部
は風化している

内面 同原体で横ハケ

にぶい黄橙色

全面に煤付着

14-B47 甕

(推 )23.3

19.7

球形の体都と「くの字」に屈曲する

日縁部をもつ、端部は九みをもって

終る 内面

横、斜め方向のハケロ(9本/sll)の 上に3

条のヘラ描直線文、瑞部に刻み目文

指なで、指おさえ、ハケロが一部残る

外面 黄禍色

全面に煤付着
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14-B48 霊

(推)20.0

20.0

張りのない体部を強く外反する口縁

部をもつ

端部はや 角ヽばって終る。

外面 口頸部にタテハケ(8A/On)
3条のヘラ描き直線文
ヘラミガキ(4mm)が紳横に施される

内面 調整不明、原体痕が致ケ所残る

黒禍色

角閃石を含む

14-B49 養

帷 )21.9

23.2

平底に倒鐘型の体部とゆるやかに外

反する日縁部をもつ

端部は九味く終る

外面 タテハケ(3～ ,Vm)の上に3条のヘラ描
直線文が施される。日縁部に4a mの刻み

目文が整然と並ぶ

内面 ナデ

明赤褐色

黒斑あり

14-B50 鉢

(推)21,7

14.2

底部形状不明

ゆるやかに外傾する体部と水平にの

びる日縁部をもつ

端都は九く終る

外面 縦方向のヘラミガキ(3aI)に 横方向のへ
ラミガキが重なる。回縁部はヨヨナデ

内面 積方向のヘラミガキ

にぶい黄褐色

角関石を多量に

含む

14-B51 重底部
底部径14.0

4.6

中央部がや 凹ゝb平底 外面 板ナデの原体痕が残る底部木調整
内面 風化のため調整不明
粘上を補った痕が残る

にぶい黄橙色

14-B52 重底部
底部径192

5,8

上げ底気味の平底 外面 積方向のヘラミガキeml)と タテハケが
残る

内面 板ナデ、原体痕が残る

にぶい責7nt

角閃石を多量に

含む、煤付着

14-B53 壷底部

底部径13.4

3.8

うすい平底から外傾して体部が続く 外面 底部不調整
ヘラミガキ(4mm)を タテハケ、ヨコハケ(5

Wttω
内面 風化剖離のため調整不明

灰黄色

15-B54 浅鉢

16.4

8.5

平底から内湾する体都と直立し鍛都

に面をもつ口縁部をもつ

外面 板ナデ(原体良が残る)底都不調整
内面 指ナデ

粘土紐の痕 (内傾)力絡ケ所残る

黄灰色

角閃石を含む

15-B55 無頚壷

9.4

15,0

8.6

底部は尖出し上げ底気味

大きく内湾する体部と内傾する面を

もつ口縁部を有する

外面 斜め方向のヘラミガキ(3Hun)、 肩部にヘ
ラ描直線文力彎条、一部ナデでつぶれる

内面 ナデ

責福色

15-B56 箋蓋
(推)21.1

7.0

笠7//

口縁端部は水平にのび面をもつ

外面 つまみ上部はナデのあとケズリ
体部上半にヘラミガキ

内面 指おさえのあと、ヘラミガキ

にぶい責橙色

黒斑あり

15-B57 養蓋
(推)21.4

7.0

笠形

ゆるやかに外湾し裾部は水平にのび

て面をもつ

外面 風化のため調整不明
内面 ヘラミガキがわずかに残る

15-B58 鉢

(推)45,6

21.8

平底

外反してのびる体部から口縁部は直

立気味に続き端部は九く終る

外面 体部はタテハケ16本/Q)と ヨコハケ (15

本たn)が混在する。底部は本調整

風化している。ヨコハケ(6本たHl)が残る内面

角因石を多量に

含む

15-B59 鉢

(推)45,8

24,9

底部形状不明

外傾する体部rく 」の字に短く外反す

る国縁をもつ。端部は九みをもって

終る

把手が4ケ所残る(5ケ所にあった)

外面 斜めハケロ(1骸Vea)、 回縁部ヨヨナデ
内面 板ナデ(原体幅3.3cn)

灰白色

角閃石含む

黒盛あり

16-B60 一霊

(推)25.1

14.5

肩部、頸部に尖帯を有し口瑛部は大

きく外反する

端部は九く終る

外面 日頸部タテハケ(嘲VcHl)の上にヘラミガ
キ14Hun)肩部は横方向のヘラミガキが密

に施される。貼付突帯+ヘラ構刻み目が

顕部肩部に各 2々枚

内面 横方向のヘラミガキ(2～ 311ul)

にぶい黄褐色

16-B61 一霊
催 )16.8

8.3

頚部で段をなしや 直ヽ立したのち口

縁で外反する

端部は九く終る

外面 頸部は縦方向のヘラミガキ(21Bm)育 U出突
帯は中があり低い

内面 板ナデのちヘラミガキ

淡責色を呈す

16-B62 鉢 21.5

14.5

低い高台から体都下半部に最大径を

もち内湾する。顎部でしまったのち

外傾する口縁部欠損のため形状不明

外面 体部1/3に 4分割のヘラミガキ 121all)体 部
2/3は櫛描簾状文が6条 (逆時計回り)

内面 縦液のナデ

胎土 密
暗褐色

16-B63 菱

C色)22.2

23.7

底部に穿孔が 1つ

張りの少ない体部と強く外反し、

や 肥ヽ厚する口縁部をもつ

端部は九く終る

外面 風化しているが縦方向のヘラミガキ

12HEl)が残る、8条のヘラ描直線文

端部に刻み目文 (311ul)

内面 板ナデ

責褐色

角因石を多量に

含む

仕上げが丁寧
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16-B64 養

36.4

33.7

球形の体部から「くの字」に屈曲す

る口縁は端都で肥厚し平担面を有す

る

外面 タテハケ('Val)上→下
内面 タテハケ(6本/∞)体上部は横方向のハケ
目を重ねる

にぶい黄糧色

16-B65 嚢

(推)25,2

2,9

口縁部端面が下方に突出している

上方に平担面をもつ

外面 口縁上面に櫛描列点文を2列 (逆時計回
り)、 一画はナデによる凹線の上にヘラ

描失羽状文一画は貼付

にぶい黄禍色

角閃石を含む

16-B66 高杯

底部径 9.8

9.rJ

脚部は内傾し杯部に向かって直立す

る

裾部は外に面をもち上方に拡張する

外面 縦方向のヘラミガキ下→上
裾部は横方向のヘラミガキ

内面 ヘラミガキのあとナデ、杯部内百ヘラミ
ガキ

明赤褐色

角閃石を少量含

む

86716- 高杯

底都径10.8

9.1

裾部は水平に伸びる

端部は九く終る

脚部は内傾したあと直立し、杯部に

続く

外面 ナデのあと8段に竹管文が巡る

脚上部にヘラミガキが残る

ナデ、紋りあとがある内面

明禍色

煤付着

NGT C区 出 土 土 器

図 番 号 器種 法量握存響 態形 文  様  ・  技  法 備 考

37-Ci 養

(推)20.0 張りのない体都と強く外反する日縁

をもつ

端部はや 尖ヽり気味

外面 風化し不明
内面 ナデ ?

にぶい黄橙色

37-C2 奏

(引と)30.2

7.4

張りの体部と如意型にタト反する日縁

部をもつ

端郡は九く終る

外面 ナデのあとヘラ描直線文が4粂
口縁部ヨヨナデ

内面 ナデ

にぶい黄橙色

角閑石を多量に

含む

37-C3 霊

(推)277

5.1

張りの少ない体部とゆるやかに外反

する日縁部をもつ

端部は九く終る

外面 ナデのあと浅いヘラ摘直線文を4条施す
内面 風化剣竜

暗黄仄色

媒付着

37-C4 養

(推)45.3

16.5

張りのない体部

口縁部はゆるやかに外反する

外面 風化し調整不明
内面 風化し調整不明

にぶい責橙色

37-C5 無頚重
7.6

15,6

12.9

平底に穿孔が 1つ

斜め上方に開き、腰部で屈折して内

湾する。端部は内傾する

外 面 体部全面積方向のヘラミガキ(4m)低い

貼付突帯に6mの刻み目文
下―上へ放射線状にヘラミガキ内面

明赤縄色

黒斑あり

37-C6 甕

(推)19.9

20,7

張りのない体部と外反しわずかに直

立気味の日縁部をもつ

端部は九みをもって終る

外面 頚体部のタテハケ、頚部の斜めハケ、2
条のヘラ描直線文 (逆時計回)

内面 右→左の細かいハケ  、

にぶい黄橙色

体都中位煤ける

37-C7 奏

(推)18.6

18.0

九味のある体都と「 く」の字形に外

反する縁都をもつ

端部はや 角ヽばる

外面 斜めヨコハケ(1,Vctll)頭部はタテハケ、
クシ描直線文を7帯 (逆時計回)に施す

内面 右下→左上の斜めハケ(硼Vω )

暗褐色

角閃石を多量含

む

37-C8 一霊

(推)27.8

12.3

直立する頚部から大きく外反し水平

に伸びる端部をもつ

端部はや 角ゝばる

外面 タテハケ("V∞ )
顎部に7条、5条のヘラ描直線文が鍛

橙色

37-C9 鉢
(推)25.5

6.8

斜め上方に開く体部と屈曲し外反す

る国縁をもつ

把子は四方向にあったと思われる

外面 ナデのあと2条のヘラ描直線文を施し把
手は貼りつける

内面 ナデ

灰黄褐色

37-C10 鉢
(推)10。 1

5。 9

ゆるやかに外傾する体部と直立気味

の口縁部をもつ

端部は九みをもって終る

外面 風化劉離のため不明
内面 風化劉離のため不明

仄責禍色

内面に煤が付着

37-C■ 奏

(推)31.3

13.4

張りのない体部と票部で少ししま

り、外反する日縁部をもつ

端部は九みをもって終る

外面 ナデ
内面 横、斜め方向のハケロ

にぶい黄橙色

角閃石を多量に

含む

38-C12 奏

底部径6.5

16.6

平Aから斜め上方に開く体部をもつ

底都中央はや 四ヽむ

外面 風化の為不明

内面 ナデ

にぷい責橙色

内面に煤付着

38-C13 巽

(推)21.0 丸みのある体部と上方に面をもち外

に肥厚する日縁部をもつ

外面 顎部はヨコハケ、体部は斜めハケ(11本
/cn)

内面 指ナデ

にぶい資橙色

角因石

内面上部に黒斑
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38-C14 菱
底部径5,1

6.3

平底

斜め上方にゆるやかに開く

外面 風化
内面 指おさえ、ナデ

にぶい赤禍色

角閃石を多量に

含む

38-C15 善望
(推)14.2

2.2

口縁部は強く外反し、端部は下方に

肥厚する段状口縁を有する

外に向かって面をもつ

内外面共 ヨコナデ 仄黄禍色

角閃石を含む

38-C16 奏

(推)20.6

4.5

張りのない体部と水平に屈曲する口

縁部をもつ

端郡は九みをもって終わる

外面 ヨヨナデ、日縁部に3mlの刻み目文、5条
のヘラ描直線支

内面 ナデ

にぶい黄橙色

角閃石を含む

38-C17 豆

(推)13.8

4.5

強く外反する日縁に段をなす 外面

内面

横方向のヘラミガキ(2Hun)

口縁端部にヘラ描沈線が1条

のナデ

灰色

内面に黒斑あり

38-C18 壼

(推)15.2

6.5

頚部に段をなし外反する

端都は丸く終る

外面

内面

横方向のヘラミガキ(3m)

頚部にヘラ描直線文が1条

ナデ

橙色

38-C19 養

(推)17.6

3.9

頸都はやヽしまって外反する

端都は九く終る

外面 ヨヨナデ、ヘラ描直線文力褐条

口縁端部に4HIEの刻み目文

ヨヨナデ内面

暗灰責色

38-C20 壽

(推 )20。 7

9。 1

球形の体部からゆるやかにタト反する

日縁部をもつ

端都は九みをもって終る

外面 ナデ (方向は一定ではない)

内面 ナデ

責仄色

煤付着

38-C21 壷
(推)15,1

54

日頸都は逆「ハ」の字に開く

端都は角ばる

外面 ナデ、口縁部はヨコナデ
内面 ナデのあとヘラミガキ(2rm)

灰黄色

38-C22 奏

(推)16.8

5.4

張りのない体都と外反する口縁部を

もつ

端都は九く終る

外面 ナデ
園縁部ヨヨナデ

内面 ナデ

橙色

39-C23 養

(推)20.0

8.5

や 張ヽりのある体部と強く外反する

日縁をもつ

端部は九みをもって終る

外面 斜めハケがわずかに残る
ヘラ描直線文が4条巡る

靖部にヘラによるツ1み目文が等間隔に巡る

にぶい黄福色

角閃石を多量に

含む

39-C24 発

帷 )20,8

8.5

張りのない体部から強く外反する日

縁部をもつ

端部は九みをもって終る

外面 タテハケ、ヘラ描直線文が4条巡る

端部にヘラによる刻み目文 (5trun)が巡る

組かいヨヨハケ内面

淡黄色

外面口縁に煤付

着

39-C25 壺

(推 )14.4

4.5

や 直ヽ立する顕部からゆるやかに外

反し端都は九みをもって終る

雲都で段をなす

外面 頚部にヘラ描きによる直線文が 1条巡る
日縁部はヨコナデ

浅黄橙色

39-C26 断面 器  壁

外面 貼付央帯7帯に刻み目文を施す
突帝関はヨヨナデ

内面 右→左のハケロ

にぶい賞禍色

39-C27 露

底径部7.0

11.6

平底

体都は斜め上方に開く

外面 タテハケ

内面 上半に横方向のハケロが残る

髄

内面に煤付着

39-C28 奏

(推)18.6

8.5

張りの少ない体都とゆるやかに外反

する日縁部をもつ

端部は九く終る

外面 ヘラ描直線文が3条巡る
日縁端部には刻み目文が施される

内面 ヨコハケ

暗褐色

閃罠岩、角関石

を含む

39-C29 奏
(推)19.6

13.5

や 丸ヽみのある体部と強く外反する

日縁部をもつ

端部は丸く終る

外面 細いタテハケ、3条のヘラ描直線文 (逆時

計画り)口縁部は刻み目文が等間隔に巡る

風化の為不明内面

にぶい責橙色

閃緑岩、角閃石

を含む

39-C30 鉢
(朝臨)30,0

9,6

斜め上方に伸びる体部に強く外反す

る日縁部をもつ、体部上位に,瘤状

把手あり、回縁端部は面をもつ

外面 日縁都はタテハケ、体部はヨコハケ(6本
/cI I)、 担手と口縁部はヨコナデ

内面 ヨコハケ (右→左)

にぶい黄橙色

角閃石、閑緑岩

を含む

39-C31 董

(推)27.8

13.3

顕部と斜め上方に開く口縁部をもつ

端部はわずかに肥厚し九みをもって

終る

外面 タテハケ(8本/cBl)逆時計回りのヘラ描直

線文を6条施し、横方向のミガキ(2.8Hai)

横方向のミガキ内面

にぶい黄褐色を

呈す、角閃石、

閃緑浩を含む

39-C32 一霊
(推)13.3

9。 1

直立する頚都と外反する口縁都をも

端部はや 角ヽばる

外面 タテ、丼めハケ●本/cHl)の 後6条のクシ
描直線文、口縁都ヨヨナデ

内面 右―左 ハケロ(朝Vcn)

灰黄色

角閃石、閃緑岩

を含む
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39-C83 一軍
11.0

直立する顕部からゆるやかに口縁部

が続く

外面 貼付央帝に刻み目文を施す、尖帝間はヨ
コナデ、日票都は板ナデ ?

内面 右―左 ハケロ(6WcHl)

ぷい黄禍色、角

因石、閃緑岩を

含む、外面うす

く媒ける

39-C34 養

鱒色)26.5

62

や 九ヽ味をおびた体部とゆるやかに

外反する端部をもつ

端部はわずかに角ばる

外面

内面

細いヨヨハケ (粘上が柔かい状態の成形

時に用いる)

右―たの細かいハケ

角閃石、閃緑岩

を含む

39-C35 甍

(推)20.8

8.4

張りのない体部と強く外反する日縁

部をもつ

端都は九く終る

外面 日頚都タテヨコハケのあとヘラ描直線文
体部は斜めハケロ(6本/cm)

内面 右一左、右下―左上ハケロ田 ∞)

仄責禍色

角閑石を多量に

含む

39-C36 莞

底径部5,3

5.4

や 尖ヽ出した上げ底と斜め上方に開

く体部を有する

外面 全面ヨコ方向のヽガキ(2H IH)
底部ミガキ

内面 ヨコ方向のミガキ(2mm)

費橙色、角因石、

因緑岩を含む、

内面全面に煤付

着

39-C37 豊・鉢
底都径94

5.2

央出した上げ底

斜め上方に開く魯部をもつ

粘土紐の痕が残る (外傾) 内面

下→上タテハケ(7本たIII)

(成形時のハケ調整)

右→左の板ナデ

外面 仄オリープ色

角閃石、閃緑岩

を含む

39-C38 重・鉾
底都径9,2

4.8

や 尖ゝ出した上げ底

内湾しながら体都が続く

外面 タテハケ、風化している
内面 風化のため不明

にぷい責禍色

39-C39 莞

底都径7.6

8,7

突出気味の上げ底

底部の器壁はうすい

内湾して体都が続く

外面 タテハケ(1明Vttω

内面 ナデ

明褐色

黒斑あり

40-C40 奏

底部径45

3.9

尖出した上げ底

斜め上方に開く体部が続く

外面 風化のため不明
内面 風化のため不明

髄

黒斑あり

40-C41 壺 ・ 鉢

底都径6.8

2.3

尖出気味の嵐部と斜め上方に開く体

部を有する

クト面 タテハケl"Vttω
内面 煤のため不明

にぶい黄橙色

角閑石を含む

黒斑あり

40-C42 茎
底部径7.2

11.3

平底

斜め上方に伸る体都をもつ

外面 下一上タテハケ(8本たa)

嵐都はケズリを施す

ナデ ?内面

明赤橙色

黒斑あり

40-C43 甕
(推)18,7

16.8

球形の体都と強く外反する日縁都を

もつ

端都は拡張しや 角ヽばる

外面 タテの細かいハケロ
日縁都にヘラによるV字状刻み目

内面 右―左の板ナデ?

浅黄橙色

媒が付着

40-C44 巽

(推)26.6

9.5

張りの少ない体部と頭部でやヽしま

り外反し肥厚する口縁部をもつ

端都は九く終る

外面 ナデのあと左上→右下のミガキ
ロ縁都ヨヨナデ

内面 ナデ

にぶい黄禍色

角閃石を多畳に

含む

40-C45 奏・蓋
18.0

2.0

裾部は外湾し、端都は直立気味

端部は九みをもって終る 内外面共調整不明

にぶい黄禍色

角肉石を含む

内面に燥付着

40-C46 一望

(推)12.3

7.3

細い頭部と大きく外反する日縁部を

もつ

端部はや 角ゝばる

外面 横方向のヘラミガキ

4条のヘラ描直線文が巡る

ヘラミガキ内面

にぶい黄橙色

40-C47 一重

(推)17.7

9.0

大きく内湾する体都と短く外反する

日縁部をもつ

端都は拡張する

外面 タテの細いハケを施したのちヨコ、斜め
方向のヘラミガキ(1.81an)

低い貼付突帝にヘラ猫直線文が 1粂巡る

内面 細かいヨコハケのあと横方向のミガキ

にぶい責糧色

黒斑あり

40-C48 翼

(推)20.8

5.5

張りの少ない体部と逆 rL」 の字に

屈曲する口縁をもつ

端都は九みをもって終る

外面 体部は縦方向のナデ
日縁端部にヘラによる刻み目

内面 風化のため不明

にぶい橙色

40-C49 甍
(推 )19.1

13,8

や 九ゝみをもつ体部と瓢部でしまら

ず強く外反する口縁部をもつ

口縁端都は水平に伸び九く終る

外面 タテヨコのヘラミガキ(1.5E m)
2条のヘラ描直線文を施す

端部にヘラによる刻み目

にぶい黄禍色

角閃石を含む

煤付着

40-C50 蓋

(権径)

14.8

厚さ 1.2

円板状

端都は九く終る

外面 ヘラミガキ にぶい黄色

角閃石を多量に

含む
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40-C51 養

底部径6.5

5,0

平嵐

ゆるやかに内清し立ち上がる体部を

もつ

外面 タテハケ
内面 風化のため不明

明禍色

角閃石を多量に

含む

40-C52 養
底部径4.3

1.9

突出気味の底部

ゆるやかに斜め上方に開く体部をも

外面 細かいタテハケ (風化している)
内面 ナデ

浅責色

黒斑あり

40-C53 壷 ?鉢
底部径6.7

2.7

平底

ゆるやかに斜め上方に開く体部をも

外面 積方向のヘラミガキ
内面 調整不明

にぶい責禍色

角関石を多量に

含む、黒斑あり

40-C54 ,蓋
一
　

一　

　

・
５

蓋の中央部分

「ハ」の字に開く体部

穿孔が1つ上下から施される

外面 ヘラミガキ(風化している〉
内面 ナデ

黒色

41-C55
的ヒ)17.5

3.3

日縁内lRlに貼付突帯をもつ

端部は九みをもって終る

外面 ナデのあとヘラミガキ
内面 積方向のヘラミガキ

灰白色

4-C56 養

底部径7.0

3.2

突出した底部と斜め外上方へ伸びる

体部をもつ 内外面とも風化剣離のため調整不明

黄灰色

41-C57 重・鉢

底部径13.ユ

6.2

上げ底気味の平底と斜め上方に開く

体部をもつ

器壁は厚い

内外面とも風化のため調整不明

にぶい黄橙色

角閃石を含む

41-C58 露
(推)28.6

10.8

少ししまる頸部と外反する口縁部を

もつ

端部は九く終る     ′

外面 ヨコ、斜めのハケロ(7本たal)
内面 ナデ

にぶい黄褐色

角閃石を含む

全面に煤付着

42-C59 甕

(推 )26.2

11 8

張りのない体部と外反する日縁をも

端部は九く終る

外面 細かいヨコハケ、2条のヘラ描直線文
端部に3HHlのヘラによる刻み目

内面 指おさえとナデ

灰責褐色

角閃石を含む

黒斑有 り

42-C60 甕

(推)25,1

12.5

張りの少ない体部と外反する日縁を

もつ

端部は九く、器壁は厚い

外面 タテハケ(風化が激しい)
口縁部ヨコハケ

内面 ナデ

にぶい黄褐色

角閑石を含む

煤付着

42-C61 塞

(推〉27.2

7.6

張りのない体部とゆるやかに外反す

る日縁をもつ

端部は丸みをもって終る

外面

内面

斜め方向のヘラミガキ

ロ縁部に指おさえ

ナデ

にぶい責禍色

角因石を多量に

含む

42-C62 菱
(推)20.8

16.6

少し九みのある体部と外反する口縁

部をもつ

端部は九みをもって終る

外面 タテハケを施す(嗣Vcttl)
内面 ナデ

にぶい黄橙色

角閃石を多量に

含む

42-C63 翼
(推)22.6

5.4

顕部で少ししまって、口縁部は外反

する

端部は九く終る

外面 風化している
端部にヘラによる刻み目

内面 ナデ

灰色

42-C64 鉢

(推)20.0

4.9

斜め上方に開く体部と顎部で少しし

まり、外反する日縁部をもつ

端部は直立気味でや 角ヽばる

外面 ナデ、票部にナデによる四線
指おさえ

内面 指ナデ

にぶい黄禍色

角閃石を含む

42-C65
鉢

(推)26.3

7.5

斜め上方に開く体部と強く屈曲し外

反する日縁都をもつ

端部は九く終る

外面 ナデ、指おさえ

内面 ナデ調整

淡黄色

焼成不良

42-C66
(推)27.0

11 9

直立した頸部と強く外反し、水平に

伸びる日縁部をもつ

端部は段をなす

外面 頸部に刻み目を施した貼付突帯が7帯巡

る、口縁端部に2条ヘラ描の直線文が巡る

ナデ内面

明赤禍色

角閃石を多量に

含む、黒斑あり

42-C67 軍

(推)16.5

3.5

回縁部は外反する

端部は九く終る 内外面共ヨヨナデ

にぶい責橙色

焼成不良

42-C68 菱

底部径6.2

8.4

尖出する嵐部と斜め上方に向かって

開く体部を有する 内外面共、風化のため調整不明

にぶい黄褐色

角閃石を多量に

合b、 黒斑あり

42-C69 蓋
底部径4.9

2.6

平底

体部は斜め上方に開く

外面 底部はケズリ
ナデ

内面 ナデ

淡責色
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42-C70 養
(推)23.2

12.0

少し九みをもつ体部と外反する日縁

部をもつ

端部は九く終る

外面 ナデ、ヘラによる直線文が5条
端部に刻み目がほ 等ゞ間隔に巡る

内面 ゆびナデ

橙色

42-C71 養

(推)18.5

6.4

張りのない体部と外反する口縁部を

もつ

端都は九く終る

内外面共風化のため不明

灰黄色

42-C72 誕

底部径4.8

4.6

平底

斜め上方に開く体都をもつ

外面 ナデ調整
内面 ヘラミガキ(lII m)が縦方向

にぶい責橙色

黒斑あり

42-C73 壷

底部径3.3

4.2

平底

ゆるやかに斜め外方に開く体部が続

く

外面 縦方向のヘラミガキ(1.8mm)

内面 風化剖離のため不明

にぶい責色

角閃石を含む

黒斑あり

42-C74 一霊
(引と)28.6

5。 4

外反し端都が上下に拡張する日縁部

をもつ、上端部は内湾気味

外に向かって面をもつ

外面 口頸都は調整不明
端面にヘラによる縦の線状が残る

内面 風化のため不明

灰色

42-C75 霊

(推)20.1

5.2

張りのない体部から日縁都はゆるや

かに外反して続く

端部は九い

外面 横方向のヘラミガキ(2EEl)

内面 ナデ

にぶい黄禍色

角閃石を含む

燦が付着、と婁

母多量

42-C76 箋

(推)31.7

48

張りのない体都と逆「 L」 の字状に

屈曲する日縁部をもつ

端部は九い

外面 ナデ ?
端部にヘラによるV字の刻み目文 16Hul)

内面 ナデ ?

浅責色

42-C77 琵

(推 )20.3

6.3

張りの少ない体部と外反する日縁を

もつ

端部は九みをもつが器壁はうすい

外面 ナデのあと

口縁都はヨヨナデ

ナデ内面

にぶい黄褐色

角閃石を含む

D区 出 土 土 器

図 番 号 器種
径
径
高存

口
胴
残
量法 形 態 文 様 技 法 備 考

56-Dl 養

底都径5.0

8.8

央出した平底
内湾気味に開く体部

輌
輌
タテハケ(64/cEl)風化している
ナデ (原体痕が残る)

にぶい黄橙色

56-D2 奏

底都径9,0

5.1

平底
斜め外上方へ開く体部

頻
揃
風化のため調整不明

板ナデ

にぶい黄色

※底部にモミ痕

あり

56-D3 鉢

(推)39,0

10.1

「くの字」に外反する口縁部

端都はわずかに角ばる

外面 不定方向のハケ(原体巾不明)

粘土組のあとが残る(内傾)

風化のため調整不明内面

灰オリープ色

角閃石がめだつ

56-D4 養

(推)22.6

10.2

少し九みをもった体部に水平近く屈

曲する日縁部が続く

端都は九く終る

外面 煤が密で調整不明
内面 斜めハケロ(1,Vcm)

暗灰黄色

角因石含む

金雲母がめだつ

56-D5 一霊

(推)12.6

6.2

直立気味の頸部から内湾しそのまま

直行する日縁部をもつ

端部は九く終る。器壁はうすい

外面 タテハケ(6秤伽)
日縁部はヨヨナデ

ナデ内面

暗仄黄色

56-D6 器登 0.9
外面 クシ描直線文5帯 (9条 )
最下段は直線文の間に波状文を施す

56-D7 器壁 0,8
外面 クシ績直線文 (7条)の 間に同原体による
上→下の扇形文

56-D8 器壁 0.8 外面 左→右のクシ描直線文 (8条) ※赤色物質塗布

57-D9 奏

(推)21.6

4.7

張りのない体部と外反する日縁部を

もつ

端都は九く終る

外面 ヘラ描き直線文が2条
端部にヘラによる刻み目(3am)

にぶい黄褐色

角閃石を多量に

含む

57-D10 垂

(推)27.3

19.1

すこし張りのある体部とあまりしま

らずゆるやかに外反する口縁部をも
つ、端都は九く終る

面
面

外

内
斜めハケ(原体巾不明)が残る

指おさえ+ナデ
にぶい黄慢色

57-DH 鉢

鱒色)19,7

6.1

内湾する体部に直行する口縁部が続

く

面

面

外

内

ナデのあとヘラによる刺尖文を施す
ヘラミガキが残る(2ml)

にぶい縫 色
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57-D12 壷

(推)11.5

7.8

内傾する体部から rく の字」に屈曲

し端部は九みをもって終る

外面 風化しているがヘラ描直線文が敷条
内面 板ナデ

灰褐色

角閃石を多量に

含む

57-D13 一霊

(推)267

7.9

口縁部はゆるやかに外反する

日頚部内側に段をなす

競部は丸く終る

外面 タテハケ(5本/oll)の あとヘラ描直線文
(中 1.5Hul)を 施す

内面 ヨヨハケl″V銀)横方向のヘラミガキ

浅黄色

57-D14 甕

底部径7.4

6.4

上げ底気味の平底

斜め外上方に開く体部をもつ 内外面共風化のため調整不明

にぶい黄褐色

角閃石を多量に

含む、黒斑あり

58-D16 高杯
(推)17.2

7.2

「逆ハの字」に開く体部と直行する

口縁部をもつ

外面 指おさえのあと横方向のヘラミガキ(0.5

1nH)さ らに縦方向のヘラミガキを重ねる

体部は縦方向のヘラミガキ、口縁部は横

方向のヘラミガキ

内面

灰責禍色

角閃石を含む

胎土は密

58-D16 壼

(推)15.2

9.3

わずかに外傾する口頸都と直行する

日縁部をもつ

端部は九く終る

時計回りのヘラ描直線文 (la ll)を施した関に竹

管による刺突文峰垂3HII)と ヘラ状の原体

1こ よる刺央文が巡る

内面 積方向のヘラミガキ(4Hun)

にぶい赤禍色

角閃石を含む

回縁端部に黒斑

あり

58-D17 鉢

(推 )19.0

5.0

平底、内湾気味に開く体部に外傾す

る面をなす口縁部をもつ

粘土紐の経目(外傾)

外面 指おさえのあとヘラミガキ(21m)
内面 ナデ十横方向のヘラミガキ124El)

にぷい黄福色

黒斑あり

58-D18 奏・蓋 器高 6.3
笠形

つまみ部上面はやゆくぼむ

体部は外傾して下る

外面 下→上のヘラミガキ(3aln)

つまみ部はヨヨナデ+指おさえ

指おさえ、横方向のヘラミガキ内面

明赤褐色

角関石を多量に

含む

58-D19 養

(推)24.0

11.6

張りのある体部と哀部でやヽしまり

強く外反する日縁部をもつ

端部は九みをもって終る

外面 調整不明、ヘラ禎直線文が3条 (時討回

り)、 端都はV字のヘラによる刻み目
ナデ内面

黒福色

煤が密に付着

58-D20 養

(推)22.9

8.0

張りの少ない体部と「逆L字」に屈

曲する日縁部をもつ

端部は九みをもって終る

外面 右下一左上のハケロ(朗V原岱
端部にUttF//の小さい刻み目

調整不明 (原体痕が残る)内面

角閃石 を合 む

58-D21 鉢・

壺 ?

底都径10,9

8.3

上げ底気味の平底

斜め外上方に開く体部

外面 下→上のタテハケのあとヘラミガキ

●HIIn)

内面 調整不明

明褐色

58-D22 鉢・

壷 ?

底部径9。 1

6.1

上げ底気味の平底

や 内ゝ湾して開く体部

外面 下→上のヘラミガキ(4111)
内面 風化のため調整不明(原体痕残る)

にぶい禍色

黒斑あり

59-D23 深鉢
(縄文)

(推 )25.8

60

張りのない体部と水平に短くのびる

尖帯をもつ

日縁端部は九く終る

外面 突帝下に右→左の直線文が断統的に施さ
れる。尖帯にV字の刻み目

仄責禍色

角閃石を含む

船橋式

59-D24 鉢 ?童

底部径11.0

8.5

尖出気味の平底

斜め外上方に開く体部

外面 下→上のタテハケ(6本たn)が密である
内面 積方向のヘラミガキ(4mm)

にぶい褐色

大つぶの角閃石

がめだつ、黒斑

あり

59-D25 鉢 ?童
底部径10,2

7.8

央出気味の平底

体部は斜め外上方に開く

外面 下一上のタテハケ(1ウV原41
内面 積、斜め方向のヘラミガキ141un)

にぶい黄橙色

黒斑あり

59-D26 養・重 器高 72
笠形

体部は外傾して下る

外面 縦方向のヘラミガキ(3Hul)
内面 斜め、横方向のヘラミガキ

にぶい黄橙色

黒斑あり

煤付着

59-D27
ミニチ

ェア養

(推 )8.2

5.4

平底

斜め外上方に開く体部と直行しやゝ

肥厚した端部をもつ

外面 指おさえのあと右下一左上のハケロ(7本
/cln)、 底部はナデ

内面 台→左のハケロ

黄仄色

59-D28
ミニチ

ェア重

(推)2.9
5.0

5.8

突出した上げ底

体部は「逆くの字コに屈曲し回縁は

ゆるやかに外反し、端部は九く終る

内外面共に指おさえ+ナデ

にぶい黄禍色

角閃石を含む

59-D29
径  5.2

号手垣き0.95

円形 内外面 ナデ、片面にのみわずかにハケロが残
る

にぶい橙色

角閃石を含む
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図番号 器  種 長さ(∽) 幅 (cm) 厚さ (cln) 特 徴

6-A5 不   明 30.0 3,7 1.2 板  状

6-A6 不  明 26.4 0.9 有子蹴

6-A7 不  明 31.0 6.0 2.3

6-A8 不  明 16.4 3.4 1.8 中央に決り

6-A9 不   明 62.4 3.2 1,0 細長い板状

6-A10 刺 突 具 13.2 0,8 0.6 両端尖る

6-All 不   明 8.4 3.8 1.0

A区 出 土 木 器

B区 出 土 木 器

C区 出 土 木 器

D区 出 土 木 器

(単位 cal)

(単位 cm)

(単位 clll)

(単位 c81)

図番号 器  種 長さ (clll) 幅 (cm) 厚さ (clll) 特 徴

17-B68 平  鍬 35,0 17.0 4.0 未成品、舟形隆起が残る

17-B69 平  鍬 35.4 19.4 5.0 未成品

17-B70 不   明 27.0 20.0 5。 4

18-B71 不   明 42.8 5,0 2。 2 細長い板状

18-B72 不   明 16.0 3.6 3.4 丸い棒状

18-B73 椀 口径14.2 器高 8.2

18-B74 平  鍬 16.6 10,0 3.0

18-B75 不  明 径 13.0 6.0 1.4

18-B76 不  明 12.2 11.2 4。 4 片面に換り

18-B77 不   明 14.8 9,0 2.2

18-B78 不   明 10.4 15,2 1.8

18-B79 不   明 5,8 14.0 2.3

18-B80 不   明 18.0 10.8

18-B81 不   明 23.4 1.0

図番号 器  種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(clll) 特 徴

43-C78 杓  子 42.0 8.0 柄   2.8
tt負 柄のつけ根で折れている

43-C79 柱  根 28.0 8.2 6.0 一端は尖る

43-C80 不   明 14,0 12.6 1.8

43-C81 不   明 14.4 3.8 1.8

図番号 器  種 長さ (cHI) 幅 (cEll) 厚さ(cIIl) 特 徴

62-― D34 不   明 74,0 9,8 5.0 断面三角形、端面に切り込み
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関西電力東大阪変電所保管の木器

図番号 器 種 長さ (ctn) 幅 (cm) 厚さ(cln) 特 徴

66-11 平 鍬 21.2 10,0 2.8 円形の隆起

66-12 平 鍬 19.8 12.0 3.2 柄が残存する、舟形の隆起をもつ

66‐-13 平 鍬 1発電 桂:電 1争 : 木製品 折損している

66‐-14 不  明 10。 2 10。 1 1,6 低い隆起が

66--15 平 鍬 11.6 2.2 舟形の隆起部分のみ

66--16 不 、明 12.6 7.8 1.7 端面に切 りこみ

66‐…17 平 鍬 1丑捕 任i栃 IB退 未成品、折損している

66--18 平 鍬 7.2 10.4 4.4 舟形の隆起

67-19 又 鍬 26.8 9。 8 1.4 両端に切 りこみ

67--20 不  明 24.2 9.6 2.2

67-21 平 鍬 8。 6 6.2 3.0 舟形隆起部分

67-… 22 不  明 23.4 5。 4 0.8 有孔板状

67--23 高 杯 底部径 16。 2 高さ10,4 一木

67‐-24 部 材 23.4 13.8 10.4

67--25 杓 子 宅登  14.4 4.4 到形の浅い飯狗子
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B区 出 土 石 器

図呑号 製品名 長さ (cm) 幅 (clll) 厚み (cln) 重さ(9) 特  徴

19-B82 石 斧 7.8 4,1 522 太型蛤刃石斧

19-B83 石  斧 6.4 2.8 2,8 57.2 柱状片刃石斧

20-B84 石  鏃 2.3 0.5 凹基式

20-B85 石  鏃 2.3 1.7 0,4 0,95 凹基式

20-B86 石  鏃 2.4 ９

甲 0.4 0.6

20-B87 石  鏃 1.6 0.4 0,8 平基式

20-B88 石  鏃 2.8 1.7 0.5 1.4 凹基式

20-B89 石  鏃 1,4 0,6 2.1 尖基式

20-B90 石  鏃 3.4 2.5 0,7 2.3 凹基式

20-B91 石  鏃 3.0 2.0 0.5 1.4 平基式

20-B92 石  錐 4.4 0.5 2.5

20-B93 石  錐 5.6 2.4 0.8 9.8

20-B94 不   明 5.0 ０
一 1.0 11.2

20-B95 石  鏃 6.2 3.9 0.7 16.2 凹基式

20-B96 不   明 5,8 5,6 1.0 50.8

21-B97 石 包 丁 4.3 10。 9 0.6 43.1 子し3つ
緑泥片岩

21-B98 石 包 丁 4.7 3.8 0.4 12.5 粘板岩

21-B99 石 包 丁 7.1 0.5 37。 9 外彎刃
緑泥片岩

21-B100 石 包 丁 2.4 3.7 0。 5 4。 9 流紋岩

21-B101 石 包 丁 3.8 4.8 0.2 12.8 緑泥片岩

22-B102 石  剣 8.1 3.1 1.6 57.1 柄部のみ残存

22-B103 石  棒 8.5 2.7 2.4 109.5 緑泥片岩

23-B104 石  斧 10,3 7.0 3,0 286,3

23-B105 石  斧 5.5 6.4 3.0 167,7
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C区 出 土 石 器

図番号 製品名 長さ (clll) 幅 (cla) 厚み (clll) 重さ(9) 特  徴

44-C82 石  槍 9.4 3.5 1.0 32.7

44-C83 石  鏃 2.4 1.7 0。 3 1。 8 未製品

44-C84 石  鏃 2.7 1.8 0,5 1.8 凹基式

44-C85 石  錐 3.0 0.6

44-C86 石  鏃 2.6 0.3 0.8 凹基式

44-C87 石  鏃 3.1 0.5 1,3 凹基式

44-C88 石  鏃 2.4 2.3 0.4 0.9 凹基式

44-C89 石  鏃 2.1 1.3 0.5 0。 8 凹基式

44-C90 石  錐 4.7 2.2 1.0 9。 8

44-C91 石  鏃 2.8 1.8 0.5 凹基式

45-C92 石  槍 6。 1 2,9 0,6 12.9 未製品

45-C93 不定形石器 3.5 1.4 0.8 4.6

45-C94 不  錐 4,0 ，
“ 0.6 2.9

45-C95 石  鏃 2.4 1.2 0,3 0,8

45-C96 石  鏃 3.0 ，

Ｐ 0,5 凹基式

45-C97 石  錐 3.8 1.2 0,8 2.8

45-C98 不定形石器 4.1 2.0 0.6 3.8

45-C99 石  鏃 2.9 2.1 0.5 3.3 未製品

45-C100 石  錐 3.6 0。 9 4.2

45-C101 石  鏃 2.3 ９

“ 0.3 0.9

45-C102 石  鏃 2.7 ９

一 0.5 2.3 平基式

45-C103 石  錐 3.2 1.4 0。 5 1。 9

45-C104 石  鏃 1.3 1.4 0。 4 0.6 平基式

45-C105 石  鏃 2.5 0,4 1,0 凹基式
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45-C106 石  錐 2.6 0。 3 0.6

46-C107 石 包 丁 6.0 9。 8 0,9 77.5 緑泥片岩

46-C108 石 包 丁 4.6 6.1 0,7 34.7 外彎刃
緑泥片岩

46-C109 石 包 丁 5.9 6.0 0,9 36.6

46-C l10 石 包 丁 3.7 0。 6 8.3 外彎刃

47-C lll 石  斧 10.4 5。 7 3,7 318.6 太型蛤刃石斧

47-C l12 石  斧 5.2 4.4 317.5 太型蛤刃石斧

48-C■3 石  斧 8.3 4.1 600 表面ガラス
状溶融

48-C■ 4 不   明 8。 9 4.0 3.1 123.3

48-C■ 5 石  斧 と,3 1.2 16.6 柱状片刃石
斧小型

49-C l16 不   明 9。 9 9.2 4.2 401.5 円形の窪み有

49-C l17 不   明 4.6 7.8 0,9 35,3 板状緑泥片岩

49-C l18 砥  石 6.2 341,4 砂岩

49-C l19 不   明 4.4 5.0 0.6 22.6 円形板状

D区 出 土 石 器

図番号 製 品 名 長さ(cal) 幅 (clll) 厚さ(c14) 重さ(9) 特  徴

60-D30 不   明 9,0 8.9 2.8 184。 1
HIJ片 自然
面を残す

60-D31 不   明 3.1 3.4 0.6

60-― D32 不   明 4.4 4.3 0.8 19.1

61-― I)33 石 包 丁 4.2 14。 2 0.8 66.4
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